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1

のとして，之が動きは注目すべき事である。

l木材供給

1）生産

木材生産は28年秋から翌春にかけて生産増加となっ

たが，実需を越えた生産増加であったのと，関連産業の

不況により，木材需要が不振となり，従って満価も下落

し採算も悪牝したため，3～4月頃より減産に転じたも

のと思われる。

．1． まえがき

30年上期は，デフレの年と云われた29年に引き続

き，デフレ基調は変らず，エ月より小売物価ば下落を続

け，消費水準も都市・農村共に低下を続ける等デブレ症

状が末端迄浸透した時期である。従って木材界も立ち直

ることなく，不況の裡に沈吟したのであるが，デブﾚ政

策開始前迄のう侭材界が，絶対的木材需給アンバランスの

上に立ち，一般経済界の動きを他処に，独歩高を続けて

30年に入ってもデフレの基調は変らず,木材

需要の増加は望むべくもなかった。今生産量に

最も関連の深い国鉄の木材貨車輸送実績を見る

と，30年1～6月ほ7,924千屯であって，29

年同期の8,258千屯より4％を減少してお

り，叉国有林においては北海道における風倒木

整理のための伐採力稚捗していることより考え

併せると，内地民有林の用材生産量は依然とし

て沈滞の儘推移し，上昇の気配を見せていない

ものと思われる。

次に府県報告による一般用材の生産量を見る

と地域により次の通り顕著な欄違を示してい

る。

来たことを思えぼ誠に隔世の感がある。今30

年上期の木材需給動向に入るに先き立ち，デフ

レ政策開始後の木材界の歩承を振返って見るの

もこの意味において無意味ではなかろう。

日銀の金融引締めが開始された28年秋は，

春から夏にかけて屡々允州及び南紀を襲った風

水害を契機として材価の暴騰を来たしたため

に，強く生産を刺戟し，増産体制に入り，29年

春迄は供絵過剰の傾向となり，消費市場は之が

受け天れに苦しんでいた時であったために，強

く之が駒鑿を受け,年末決済ともからんで,材

価は早くも28年暮から軟下に転じ29年に入

るとともに木材界の様相は不況を呈する様にな

った。之が生産面に溌ね返り，生産が縮少され

て来た5～6月頃には，デフレ政策による不況

の波が関連産業の不況を通じて，木材需要の減

少となって現われて来る榛になり，秋口需要も

期待外れに了った。従って29年ほ年初采沈滞

の裡に終始し，生産・需要共に縮少の過程を歩

んだのである。

30年に入ってもデフレの基調が依然として

続いているため，木材関連産業に満いても1部

パルプ，造船等輸出関連産業においては活況を

呈しているも，木材需要の大宗を占める建築を
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即ち北海道臓風倒木整理の．ため増加したので

あろうが，比較的に盗源の豊富な中国以西の減

産が箸るしく，従来盗源の枯渇が伝えられでい

た関東，東北，北陸等が増産していることは，

’
一

始めとして未だ好況に向うに至らなかったの （30,10,31受理）
で，木材界の状勢にも変化は見られなかった。 材価

ただ此この間において生産面にては，29年5月及び であ

9月北海道に大量の風倒木を生じたので，北海道におけ ‘今

る木材生産はデフレ下にも拘らず箸増したが，､需要が之 需要

に伴わず，今後に問題を残している。 倒木

叉29年n月には戦後始めてソ連材の輸入があった 云う

が，実質的に輸入価絡が高かったのと，前述の風倒木が 害木

生じ輸入交渉当時より材価及び需給に変化があったため・ 7，0〔

に輸入結果は香ばしくなかったと云われるが, 30年8 力年

月にも輸入され，バーター貿易との関連において今後も 別此

引き続き輸入される見透しにあることばひとり木材需給 海遁
上の承ならず,.,今後の林政上にも大きな影響を与えるも 除い

その

材価下落と運賃負担力との関係より見て誠に面白い現象

である。

‘今後の生産見透しについては，デフレにより後退した

需要の恢復如何に懸っており，生函面にては北緬首の風

倒木の問題が大きな課題である。風倒木についてほ今更

云う迄もないが，29年5月及び9月北海道に発生した被

害木は当初6,000万石の薙菱が更に1,000万石増加し，
7,000万石と推定されるに至った｡之を29～31年の4

カ年計画で，大体16％，35％，35％及び14％の年度

別比率で伐採鐸.することとし，30年度においてば北

諏首の木材需洽上避副となる332万石中貯材するものを

除いた165万石を内地へ輸送販売する計画であったが，

その後における内地市況の悪化により之が拠聡が困難と

なったので， 9月賑売価格を引き下げると共に，輸送販筆者・林野庁林産課長

－－－－1－
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一

売数量を80万石に縮少し，残りほ上げて貯材すること

となった｡筒30年10月15日迄に内地に輸送されたもの

は497,000石であって，うち販売された数量は405,000

石である。

此等の風倒木が内地においてどの樹こ消化されるかは

今後の木材市滉や，濡冨の動きによるものと思われる。

2）輸入

29年の輸入材は,ラワン原木については加工貿易の箸

るしい進展と，佃端の低落により，戦前餓後の最高を記

録し，米材も叉28年の内地材､端の高騰に刺戟されて

29年々初に蓼馳されたものの入荷が上半期に大量輸入

されたので，年間としては28年を上廻る輸入量となっ

たが，30年1～6月について見ると海上運賃の高騰,産

地価絡の値上りと，木材需要の減少及び之に伴う材価低

落の蕊謹を強く受けて，米材の輸入堂は348千石と前年

同期より341千石，56％の碧鰄となったが，ラワン材

は海上運賃の高縢，醇池水害による出材減等の悪条件下

にも海わらず需要の旺罐を反映して3,159千石と前年

同期より1，]92千石，61％の著増となり，驍普な相違

を示している。

a)米材

後に述べる壕に米材は濤謹の減少により，29竿下期

には輸入量が識威し，30年に入っても需譲紘上向かず，

藏兄は軟下の傾向にある一方，アメリカ国内における建

築ブームにより毒池価格は高騰した上, CIF価絡中約

7割のウェイトを占める海上運賃も高騰を続けたので，

CIF価絡ほ29年上鍾の千B班当100弗より, 11
月にはn3%, 30年3月には120弗となった。 この

たあ輸入臓内麺材淀てf鱈出来ない米極大中角や,米松，

米檜丸太の長大材のみに限定された｡従って今後も奨在

程度の輸入は瀧読されるものと思われる。次に1～6月

の29年及び30年の樹種別輸入比率を掲げると次の通

りである。

ってから緬擶の喰い潰しが劇しくなり，ラワン材.価は内

地市況と遊離して反騰に転じた｡之が海上運賃の高騰に

も拍車をかけ，29年1月には千BM当j18弗, 8月には

16弗迄落ちてた同運賃が，30年1月には23～28弗，

3月にば最欝39弗篭難ね上った｡従ってラワン丸太の
輸入価絡ほ石当7～800円方急騰したので，その後需要

肱警戒的となり，叉製材関係においても需要が箸るしく

減少した。然し29竿下期の好況に荊職されて質付せら

れた材が，塵池出材能力の回復して来た4月以降に大愛

輸入せられたので，麺箭は急増し，海上運賃も叉3月を

ピ壱クとして弱含みに転じたので，鏡近においては輸入

弓筒空えの傾向となり，今後は震に見合った月間50万

石前後の輸入が続けられるものと思われる。

c)ソ連材

30年6月7日ソ迩鼠商使節団と日本側商社との間に，

船舶修塁とバーターによる沿海州材の輸入について契約

が成立し，今後2～3カ年間で25万立方米(約825千

石）のソ連材･が輸入せられることとなり，去る8月19日

及び22日に約27千石が富山，横浜，清水の識港に入

港した講細は未だ判明しないが市場に伝えられる処に

よると，29年n月に輪スされたものに比較して,価絡(c

IF)が安くなったこと，径級別分類を内地の需要に合

せて笈演した結疑寸検による按鯨が有利になったこと，

30年はマゴ,ラザレフの2港読出しとなったが,ラザレフ

のもの肱前回と大略同穣と云われるが，マゴのものは径

級の太いものが多く，年輪が細く節も細く材が良質であ

って充分癖圏にあると云われている。市場伝えられる

が如きものであるとすれぽ，船舶修理とバーターとなっ

ているので今後も引き続き輸入されるものと思われる。

、関連産業の動きと木材需要

最近の木材需給は需要動向により左右される処が誠に

大きく，今後における木材界の驫況も一に懸って儒要動

向の如何にあると云える。従って次に30年上期を中心

とした関連産業の動きについて見ることとする。

1）建築

建設省調によると戦後毎年増加を続けて来た建築蒲工

は，29年に入っても上昇を続けたがデフレの浸透と共に

上昇は鈍化し，29年5月を境として以降毎月前年同月を

大幅に下廻る様になり，年間の建築蒲工坪数は28年よ

り282千坪，5％の減少となった。これを上，下期に

分けて見ると前年同期に比し，上期の5％増に対し下

期!ま］3％の著減となっており，下期における建築着工

の減少が木材界に,如何に大きな影瀞を与えたかが判る。

30年にスってからの動きを見ると，1～6月の建築着

工は4,997壬坪であって，前年同期の7％減にて依然

一
一

ー

、

、

《
一

|農|農|蕊|蕊’擬|裳
泥
麩 驫|瀞

饗瀧29．

’6.89訓……“司
響 ”勘'塁'龍。29年

30年や。

b)ラワン材

ラワン合板が29年下期の好調に加えて, 3q年に入っ

ても伸び足は落ちず，月平均2割程度の増加を続けたの

で需要は極めて唾溌となったが，昨年末比島，ミンダナ

オを襲った十数年来の鴎風で出材が箸るしく阻害された

ために輸入量は一露城し，30年に入ってからの入荷は

3月迄は月間30万石台に止まった。このため今年に入

ノ

－2－
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4

の1部を改正する法律」が今国会にて可決された。30年

度予算に韮く住宅建設計画は次の通りである。

として不振が続いている。

次に之を建築主別に分けて見ると,国及び都道府県等が

建築主別し，年1～6月|s0年'~6月| 30/29
千坪I ％総 計 5,3821 4,9糊”9

国 169.5 120.51 71. 1
都道府県 194.5 143.91 74.0
市区町村 717.81 90.4
会社その他の法人 ,,I:3:f 1,M' :9:;
個 一人 3,070.6 8,008. 1 98.0

|言戸
30年度 29年度

数｜盗金｜戸
〃

百万円

10,“7

i;:;M|1,,0.｡’

千戸
1.政府の住識策

公営住宅 52
内一般住宅 50

．ﾄ

住宅金融公庫 751
、一般住宅 451

増築等 30

蝉怠鼈｝ ’･
小計 147
その他 28

合計 175
2.民間自力建設 型5

総 計． 錘0

デフレ政策実施による国家鐸予算の削減と地方財政

の窮乏を反映して，詐羊信蝿より29％及び26％と夫

夫大幅に減少したの腱反して，個人の減少が予想外に少

いのが目立っているが，これは28年には7月に行われ

た公園主宅割当が29年には非職に遅れ12月に行われ

たためであろう。即ち個人住宅這築の月別足取りを見る

と，29年8月～30年1月迄は沈滞し，之れを底として

30年2月より再び上昇しており， 叉住宅，非住簔捌に

見ると前年同期に対比して29年7～12月が非住堯9％

減，住宅14.2％減となっていたのが30年1～6月に

は非住宅11％減,住宅2.9％減と処をかえておるのは

共にこの間の事情を物語っているものと思われる。

次に市部，郡部別に見ると市部が前年同期を6.5％上

廻っているのに反して，謝郡は29.5％の大幅減少であ

って大きな相違を示している。借郷部の慰鍵は23年を

ピークとして毎年前年を下廻っておることは今後の這蘂

動向を示唆するものであろう。

最後に鱗進釧に見ると，29年に引き続き総鐸坪数中

に占める木造の比率が30年になってからも僅か乍ら低

下している。これは地価の値上りと，地価の安い郡部建

築が大巾に減少したことにより鉄梁コンクリーI､の高層

蕊蘂に移行している事によるものであろう。即ち最近に

おける‘前陣同期を100とし同木造及び鉄梁コンクリー1、

の指数朧次の通りである。
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この42万戸計画を29年度と比較すると，公営住宅が

1，000戸減少している以外は軒並増加し，結局政府の投

融資に基く住宅は，5,484戸の増加となつている。唯こ

の計画のうちに29年度なかった増改樂等3万戸を含ん

でいるのと，新燵昔用とじて6坪という小住宅を計画し

戸数を無理にふくらませたこと，更に民間自力這穀で臆

54千戸の鋳没が期待されているが,デフ'し経済下の現在

之が這誠が疑問視されている。然し財政没融資額が29年

度より約5割も増加していることは，今後の木材界に大

きな燭光を与えるものであろう。

2）石炭と坑木

戦後傾斜生産方式により増産せられて来た石炭も統制

解除後，海外燃料,主として重油の進出に蚕食ぜられ不

況に陥ち入ったが，29年に入ってからは異常鍵水による

電力用炭の減，鰻溜軍の重油使用による減に加えて，鉄

鋼を始め満室業のデフレ対策としての錨豆及び製品単位

当りの燃料使用量の減少涯より，需要は更に減少した。

従って29年4月には年間4,680万屯ベースであった出

炭も月を追うて減少し，］2月には4,050万屯ベース迄

低下したが，貯炭は需要減少を反映して増加し,12月末

においても3,498千屯と前年同月の21％増に上った。

このため28年度には808に上った稼行炭磯も漸減を続

け，12月には664となり，労務昔も28年度の311.7

千人より291.4千人に減少し,種盈な社会問題を提供し

新聞紙上を賑わしたことは未だ耳新しい処である。

30年に入ってもかかる篝貌員には大きな変りはなかった
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筒住宅については，現在の住宅不足数に，災害老汚及

び人口増加による需要を加えた4,839千戸を10カ年で

建設し，住宅不足を解消せしめるために，新らたに住宅

公団を新設し，大都市週辺の住宅建設と宅地造成を推進

すると共に大巾な租税の減免及び金融上の特別措置を行

うことにより民間自力達設の増加を図らんがために,｢日

本住宅公団法」「住宅融資保険法」「租税特別措置法等

－3－

、
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田中：最近における木材需給動向について

海外パルプからの圧迫も減少した。叉年初采の紙価格の

下落により紙類の輸出が非常に伸び，下期の輪出ば上期

の2倍強に昇った上紙輸出用リングパルプの国産への振

替，予想外の内需の活況等によりパルズ生産は年末近く

になって再び上昇し，結局29年は28年の9％増と

なった。

この傾向は30年に入ってからも続き，紙の内需は遂

月前年同月を上廻り，1～6月の砿売高は前年同期の19

％増となり，輸出も2倍強に上ったのと，化綾用も内

外需が旺盛にて1～6月の国産パルプのｲ職用消謹量は

前年同期の28％増となったので，29年8月には63千

英屯にも達した在荷は遂月減少し，30年5月に朧29千

英屯となり一部需給の逼迫を来たし，29年末より一部

上伸を示した佃酪は30年にスって騰勢を続け29年春

の価緒に戻りつつある。かかる状勢のためにパルプの生

産瞳も年初謝鍵月前年同月を大幅に上廻り，1～6月の

生藤錘は前年同期より30％の襄錯となった。この様に

パルプ界は今年に入って本格的立直りを見せているのに

加えて，主原料であるパルプ用材は木材需給の緩和と風

倒木の鑿狸のために,29年春以来軟下し,パルプの』簿
が非常に有利となっているので今後パルプ増産の傾向は

続くものと思われる。

次にパルプ用材の動きを見ると，パルプ需要の増加に

添うて消費量は増加し，29年は前年の8％増となった

が，30年1～6月は12,551千石の消費堂となり，29年

同期の10％増となった。

これを織重別に見ると次の通りであって，30年1～

6月でば前畔同期に比し針蕊封が5％の増加であるの

に対して，広葉樹幟ブナが57％増，その他が104％増

で結局広蕊封全体としては実に78％の激増となり，29
年には消費材中に占める比率が6.4％であったのが30年

1～6月には10.4％に上昇した。筒広翼錨の消費は4

、月以降急増しており，6月の濃婁錘は前年同月の約3倍

となっているが，これは最近設備拡充により, SCP,
BKPなどの広葉樹利用が進んでいることを示すもので

あり， 広漠調の利用は今後共益を増加し，30年度の消

費量は300万石前後に達するものと予想される。

が，唯29年度の偶発的不況要因であった電力用炭につ

いては，29年11月～30年2月の異常渇水により引き

取りが増加したため貯炭は箸減し，2月には2;860千恋

と29年3月以降の最低を記録した。叉出炭制限による

効果も現われ，生産は始んど毎月共前年同月を下廻った

ので，需給の小康を保つ様になり，久しく不振を託って

いた市況も横這い程度に推移し, 30年度上期の大口炭価

の鉄鋼各社との交渉においては，29年下期より屯当100

円引き上げが成立し，”年上期以降下げ一方であった

大口炭価も今回始めて上げに転し，石炭業界も立直りの

萠しがあらわれた。然し現人員による最低経済出炭は年

間約4,600万屯なので，需給に見合う出炭制限を続けて

いる現状では，引き続き赤字操業が続き，資金繰りから

も破端が予測されるので，之が対策として今国会に石炭

関係3法案が提出され， 曲りなりにも成立されると共

に，5月27日の閣議了解事項として，「総合エネルギ

戸対策」が決定された。筒石炭関係3法について見る

と，「石炭合理化法」では，非能率坑の買上げ，坑口開

設の許可，販売価格及び生産数量の制限等を行うことと

なって｡おり，「重油ボイラー設置制限臨巖措置法」で

は，重油宗イテーの新設を禁止，既存ボイラー設備の石

炭ボイラー転換促進を企図しており，「関税定率法の一

部改正法」でば，石油関税の復活を行うものである。石

炭価格が石油に比べて割高な状態にあるので，全面的に

之が効果は斯待出来ないとしても，石炭業の立直りには

相当大きな好影響を与えるものであろう。

坑木について見ると，石炭の不況による出炭減と，非

能率鉱山の休廃鉱，切羽の集中，堅坑開燃等による消費

原単位の低下とにより木材の消費量は漸減し，30年に

入ってもこの傾向は変らず，1～6月の消蜜量は前年同

期の15％減となった。29年1～3月には屯当0.21石

であった消費原単位は，30年に入ってからは大略0．画

石に終始しており昭和12年以来の最低となっておる

が，今後石炭鉱業合理化臨時措置爬よる中小炭鉱の買上

げが実施されると更に低下するものと予想される。叉坑

木においても最近広葉樹の消費が増加しており，今後も
この趨勢は続くものと思われる。

3）パルプ及びバルブ用材

終戦陰には最高時の,19％迄に生産量が転落したが，

戦後異常な躍進を示し，26~27年の不況時にも旺盛な

需要が続いたパルプ界も，デフレの進行に添れて需要は

伸び悩承在庫の増大を来たしたので，29年5月から減

産に変ったが，依然として過剰在庫は解消せず，8月に

は28年末の約4倍にも達した。然し秋口からデフレに

よる悪材料も出尽くし，之に対処する体制も整備された

のと，市況の低落により国際価絡への鞘寄せが行われ，
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田中：最近における木材需給動向について

ることに解決を見たが，輸出価格その他について兎角問

題が起りつつあるので,ドア用合板の3，4級品の対米，

カナダ向輸出を禁止し，次いで日本合板輸出組合申請の

チェックプラス等を設定する等の組合協定を7月に認可

し，更腱中小企業安定法の指定業種に指定して調整組合

を設立し，出荷数量，品質設備の制限を行うべく準備中

であるが，これが効果は今暫くの時日経過を待たねばな

らないであろう。

次にデフレによる識葛の減少と，風倒木の出現による

供給増により木材需給の癖Iが予想される様になったに

ついては，従来許可品目であった針潟鋤について，30年

6月以降本年度中40万石を限度として全面的に輸出解

禁をした。然し海ﾀ沐製品の安値と海上趣の割高とに

より余り期待が持たれない詞宵にて，現在迄にライセン

スのあったものは台湾向エゾ，トド7,200石の歌であ

る。

W木材需給及び市況の今後見透し

先ず一般経済の動きを見ると，下期の動向についてば

対内的には豊作による財政資金の大幅散超による金融の

緩漫化と，対外的には欧米諸国の引き続く景気上昇によ

る輸出の好調持続とにより，デフレ基調は相盛らず続く

とは云え活況が期待されると一般に云われている。

次に木材自体から見ると,､供給については風倒木整理

の問題があり，この面においては供給の増加が予想され

るが，先股30年度における風倒木の内地輸送販売数量

を当初計画の約半分に縮少しておるのと，需要期の間近

かに迫った現在でも，材価の動きがなく，従って内地に

おける木材生産も増加の様相が見られず相変らずの減産

傾向が続いており，在庫も縮少した雛となっているの

で，先ず供給面からぱ問題がないものと思われる。需要

面では坑木を始め減少を予想される部門もあるが，需要

の大宗である建築については42万戸建設計画の達成に

は疑問があるも1,建築に対する財政授融額が29,年度の
5割増となっているので，これが建築期に入ると相当な

需要が動き材価も値上りすると期待している向もある。
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4）その他

29年の今頃は湧鋤船台中使用されているものは僅か

に6台に止まり， 不振をかこっていた造船界も，29年

秋以来の輸出船ブームが繩､ており，30年に入ってか

らも4，5月の受註契約された輪出船は19隻，197千

総トンと云われ，現在己に稼動可能船台中実労のものは

30台以上に上り，今後11次船が決定されると実勒数は

40台を越えるものと恩われ相変らずの好況が続いてい

る。枕木，車輔は毎年余り変りがない。唯国鉄契約枕木

については工事施行の便宜のために，29年秋以降枕木

の季節的購入分配をかえたために，7月の契約量が前年

同期の150万本に対しユ14万本と箸減しているのと，

並枕木中に占める針葉樹の割合が，29年度の16％に対

し7％に減少しているのが目立っている。この針葉樹

の広葉樹への切換えは大略限界Iこ来ている模様である。

電柱需要は毎年多少宛増加していると考えられるが，大

略増加分が．．ンクリートに代替されていると思われるの

で，木柱電柱には大きな変りはない模擬であ.る。最後に

不況な木材産業中にあって活況を示した合板工業があ

る°29年1～6月の生産錘663百万平方尺lこ対して，

7～]2月は776百万平方尺と17％の増加となり，更

に30年1～6月の生産量は907百万平方尺と，29年

7～]2月をⅣ％上廻つた°

5）諭出

30年1～6月の輸出謁資は吋板434千石, 3;511百
万円（うちラワン118千石，827百万円）にて前年同期

に比し数量にて42％増，金額にて58％の琴曽となっ

ている。合板は322百万平方沢，6,668百万円（うちラ

ワン284百万平方沢，5,362百万円）で前年同期に比し

数量，金額共2倍以上になっており，その他ベニヤチェ

ズト，モミチェスト，沖繩向木材,床板を合せて輸出金
額にて10,807百万円と前年同期の約2倍に上り箸るし

い伸張を示している。30年度の計画でIま吋板79万石，

合板505百万平方尺，その他合せて総計5千万弗の輸出

を見込んでいるが，欧米瀦国の景気の上昇により下期も

輸出の好況は期待される処であろう。唯輸出の梅彦であ

る合板については対米輸出激増のために，関税引き上げ

と，輸入割当の問題が起り,.一応6月2日現状の儘とす
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總合経済6カ年計画と

林業6カ年計画について ☆

--芯獅"薑蓮)･…孕石正久
（1）将来における人口は， 29年度88,060千人に対

し, 30年度89,260千人;31年度90,m千人，

32年度91,020千人，35年度93,230千人と推定

し

偶）総人口中の生産年令人口（14才以上）は,その比

率を今後の人口構成の老令化があるものと想定し，

当分の間相当高度に維持せられるものとぶて，29年

度67.5％，30年度68.4％，31年度69.1％，32
年度6969％，35年度7ｴ.1％と歌ている。叉

（8）生産年令中働く意志と能力を有する所謂労働人口

については， 昭和23年度～29年度迄の調査結果

． よりみて，その労働力率（生産年令入口に対する労

働人口の比）は，65.0％～67.8％の間にあり,年次

により相当の変動を示しており，今後の予想が困難

であるので，一応29年塵の67.8％で横這いする

ものとみているが

（4）労働者1人当りの年間生産額についてば，労働の

生産性の問題として重要なものであり，雇用の増大

の面も考慮し，我国の戦前の実績及び諸外国の実例

等を検討の上，生産の上昇率を，全産業総合で年率

2.5～3.0％と想定している。

⑤完全失業者数については，国民総生産の立場より

どの程度減少させるかが問題であるが，29年度の

・ 64万人を漸次減少し，32年度に55万人，35年

度に45万人に減らすことを目標としている。

以上国民総生産を表示すれば次の通りである。

国民総生産

ロー毎一ルュローセーニ一･･申マーー・■－＝ｰ一・J■－－－凸■占戸＝－ ターーーーーー｡ ～一ヨー

I総合経済6カ年計画

総合経済6カ年計画が具体化してきたのは本年8月，

経済審議会が討議を始めた時からであるが， この計画

は，昨年暮民主党内閣の誕生と共に，同党の主張であっ

た長期経済計画の策定方針によるものであって，計画の

基調をなすものは，安定経済の確立であり，わが国経済

の自立達成と増大する労働力人にiに対処して完全雇用の
達成を図ることに置かれている。

従ってこの目標を達成するためには，総合的に経済政

策を推進することが必要であり，計画を策定するに当っ

ては，種燕の前提条件を想定し主要経済指標を定めなけ

ればならない訳であるが，目下全体計画の駁纏め中であ

る。

今これ等の概要を述べると次の通りである。

1．前提

（1） 国際政局には基本的な変化はない。

（2）世界の生産及び貿易嘘漸次上昇をふるものとす
る。

（§）貿易制限は次第に緩和するが，通貨の自由交換性

の回復は完全な形では期待されない｡叉世界の輸出
競化は謝上するものとする。

仏）嫡償交渉は計画期間の前半において何れも妥決

し，且つ米国の同地域に対する先進諸国の援助をも

想定して東南アジヤとの貿易は活溌化するものとす
る。

（5） 中共及びツ連との貿易に関してば卿i次政治的制限

は緩和され，経済面における我国との国交関係も改

善されるものとする。

（6）ガット加入の影響で，我国に対する関税の引下も

相当進捗するものとするが，各国の自国産業保護の

政策は依然として相当強いものとする。

（7）特需収入は計画調間の後半においては期待しない

ものとする。

（8）現行の為替レートば蕊更しないものとする。

（印物価については，極力引下の方針を上るものとす
るが，本計画では計算上30年度推定価絡の横這い

とする。

2． 主要経済指標

国民総生産の諸要因として

《
）
一

血

q

一
）

2' | SO l

蟻
88，35

(100.0
59，“

(100.0

3！ ’ 32 1 35
91,020193,230

(103.0)(105.5）
68,64066,850

(106.7)(112.0)
67．8 67．8

蕊
43，

(106

（85
鑓，

(107
19

(107
8,33
(115

経済要因
一一 ■ 一

総人 口
（千人）

篤蕊
労磯久口

（千人）
完全失業者数

（千人）

篭藻
国民総生産
（10億円）

Ⅱ

’
1

90,170
(102.1)
629350

(104.5）

67．8

42，270’
(104.5）

600

（93.8）
41,670

(104.6）
190.6

(104.9)
7．942．0‘

４－４

5I

67．8 67．8

40,46041,370
(100.0)(102.2)

640 640

(100.0)(100.0)
39,82040,沼0

(100.0)(102.3)
181．6 186．0

(100.0)i(102.5)
7,281.07,580.0
(100.0)(104.8)

。』．｡ ｡【・Q

40,46041,370
(100.0)(102.2)

640 640

(100.0)(100.0)
39,82040,730

(100.0)(102.3)
1R1 A 1RAG

９

０
９
０

１
４
〃
１
４

〆
４
７
〆

－－

筆者・経済企画庁山林課
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叉，国民総生産を行うための投資及び消擬については

（1）民間資本形成は29年度の匡民総生産に対余る民

間資本形成比率が15.2％であって32年産]'.7%, 35
年度18.0％と拳，在庫増は，29年度3.8％に対し32

年度及び35年度を3.4％と想定している。

叉,産簔設騰謬鐙は，29年度の10.2％に対し32年

度12.6％，35年度12.8％，個人住霊設は，29年度

1.2％に対し32年度1.7％,35年度1.8％とゑている。

②財i鍛盗と財政消費については，財政消費は国民

総生涯に較べ若干低目に，叉財政投資は誉f満目にみて

いる。

③個人消菱支出は,29年度実績で国民総支出に対
し63％であるが，32年度61.8％，35年度62.2％と

想定し消費水準朧29年度ﾕ00に対し32年産109.2％，

35年度124.5％，32年度までの年率2.9％，33年度以

降は4.5％の上昇を見込んでいる。

これを表示すれば次の通りである。

国民総支出

各産業部門別生産指数

l 29 l 3o l 3』 ’ 32 1
1

211･8
800.q
203．5

128.0

213．6

117．0

116．3

102．6

134．8

｛
０

圭
叩
５
０

一
壱
１
２
１

恥
礎
坐
耀

備
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１

■
■
■
日
日
■
■
■
０
９
日
■
■
▽

７
５
５
０
３
９
４
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３
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●
●
●
■
●
●
の
●

妬
“
加
茄
幻
九
妬
記
“
妬

２
３
２
１
２
１
１
１
１

響
鑑農

農産｜
林雪
水窟

173.5

240.0

166.9

117.4

178.8

105.2

103．8

〕

119．2

280．2

191.5

124.0

200．4

114.3

113．1

186.9

258.5

179.7

118．5

188．2

111．7

110.7

i"1
127.21

’

９
３

●
●

●
〕
８
０

》
９
２

４
旬
日
一
凸 J

104．2

131．0

叉，国際収支の関係は，一応国民総生産に対する輸入

の．依存率を約n%に詮ることにし，輸入を29年度18

億ドル，30年度]9.8億ドル，32年度21．3億ドル，

35年度25．9億ドルとし，輸出を29年度16億ドル，

30年度19．4億ドル，32年度22．3億ドル，35年度

26.3億ドルと染ている。なお，これを表示すれば次の

通りである。

外国為替収支 （単位百億ドル）

一

、

29 30 31 82 35

霊曹鍵職
民間鶴鮮成

設備投資 ’
蹴鵬洲柵瓢綿 項目| 2' | 30 1 ’ 32 1 3@31~

(100．0)I(114.2)(122.8)(134.2)(158.4)

０
０
０
０
０
０

。
。
●
●
各
●

０
４
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０
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今
４

６
０
６
９
７
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２
２

０
０
０
０
０
０
．

ロ
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別
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２
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764
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０
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１
０
０
０

●
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０
５
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４
４
－
８
８
８
７

９
６
５
９
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３

Ｊ
７

分

１

２
１
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■

Ⅱ

０

口

？

〃

↓

．

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｌ

Ｏ

’

‐

Ｐ

ｂ

■

Ｉ
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ｑ
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且

■

Ｔ
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Ⅱ
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８
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在庫増加

個人住宅

、
ノ
０

８
２

・
３

１
人
＄

／
ｋ
ｌ

、
ノ
０

２
１

・
９

１く (1.7) (1.7) (1.8)
1,890 1 ,450 1,740

|鯛蝿鰯繍|鰯（19.6）
政府購入

以上この6カ年計画においては，経済の安定を基調と

して，経浩の自立と完全雇用を達成せしめるため，全般

的に叉は各部門別に想定したが，これ力謹成は我国の経

済溝造をそのまま伸ばすことによっては困難であるの

で，鉱工業，農林水産業を始め，輸送，治山治水,労働，

住宅，人口，社会保障，財政，金融，税制，物価等，各

股にわたって政策の耀合化と施策の完壁を期さなければ

ならない。

な毒林業6カ年計画はこのような誰縫条件のもとに作

業せられたものであるが，然しﾎ鐸の社会的，経済的に

果さなければならぬことが，広箪診岐にわたっており，

国士保安，公益の保持，国民の福趾増進等を考えると，

林業の生産計画ば独り関連産業を通して経済的な発展の

象を期待する訳に行かない。

以下獄業6カ年計画の大要について述べると次の通り

である。

(淫・8隙君|(忠勇|(悲認(腰夛
一

(淵(淵|(糊(磯{蝋財政投資

財政消費

経常海外余剰

個人消費支出

国民総支出

("("(;測紬(跳
(100.0)(104.5)(108.7X(118.1)(131.3)

(100.0)!(104.3)I(108.31(112.5)(131.4)

牒鵬捌螺鎚淵隠淵
(100.0)!(104.8)I(109.8)(115.2)(133.8)

a

消費水準は29年産100, 30年度m2.9, 31年産

106.ﾕ，32年産109．2，35年度124.5

年率29～32年度2．932～35年度4．5

筒，自給度の向上を目途とした各産業部門別の想定は

次の通りである。

－－7－－－－．．
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孕石：総合経済6カ年計画と赫薬6カ年計画について
－－

I林業6カ年計画

1． 生産計画

（1）基本方針

林業生産計画は総合経済6カ年計画の構想による関連

産業の生産計画に壁き策定した。然し需給の推定に当っ

ては，木材盗源の現況に鑑承，極力木材の利用合理化を

促進せしめると共に，奥地未開発林の開発を図ることと

し，森林の保全機能の維持と盗源の維纈曽殖による自給

度の向上をはかる事に努めた。

本計画における林業の生産指数は次の通りである。

即ち，用材に関する関連産業の生産の伸びば，鉱工業

部門で算定した数量とし，輸出については，合板及び吋

材の伸びを勘案した。

薪炭の需要については，煉豆炭ガス，石炭，石油，

砺気等の伸びを考慮し,薪炭の需要量は,人口の増加，消

我水準の上昇にかかわらず現状と大差なきものとした。

ii)在荷量の推定

用材の出荷量蝿従来総需要量の22～25％程度を上

下しているので，本計画においてもその程度の保有を見

込むことに'し， 30～31年度は北繊首風倒木も考慮して

25％（3カ月分）とし，32年度以降においては,用材の

回転を早めて産業の合理化を図ることとして22％（2.5

カ月分）にした。

iii)供給量の推定

輸入については，これを原料とする加工貿易の伸び，

木材資源の状況等を勘案して，29年産の輸入実績650万

石程度を維持することとした。

生産量は，総需要量十年度末在荷一輸入麓一在荷量

として押えた。

iv)需給推定表

以上の需給量を表示すれば下記の通りである。

|*|"| 301"T3213'
林産中

701

146

153

1000

｜蝋
1"．81107.47105.12

99.9099.95100.49

1:::窯::側置:：

用 材

薪炭材

島胤産#｝
総合

100

100

lOO

《
〉
｝

lOO

（2）需給鯉の推定

i)需麺の推定

用材と薪炭の需要量の推定は，関連産業の生産の伸び

と，木材.利用合理化による木材消費原単位の瞳Fを考慮

して計画した。

巳

９
■

芯力年計画における木材需給計画

(イ）用材需給推定表（素材単位千石）

年度|年初在荷l生産｜輸入｜合計「爾出｜内 需’
30 1 26,700 1 102,500 | 6,6OO l ,35,800 l 3｡900 !04,700
31 1 27,200 105, 100 1 6,500 138,800 1 4,000 107,000
82 , .27,800 102,800 1 6,500 187,100 1 4,200 108,200
33 1 24,700 107,800 1 6,500 139,000 ! 4,400 109,500
84 1 25, 100 110,300 1 6,500 1 141,900 1 4,600 111,700
85 1 25,600 110,800 1 6,500 1 142,900 1 4,700 112,400

’合 計

108，700

111,000

1,12，400

113,900

116，300

117,100

年末密荷

27,200

27，800

24,700

25，100

25,600

25．800

《
》

註：31年度以降の輸入量は550万石をラワン，100万石を米材その他とする。

（ロ）薪炭需給推定表

木 炭 （単位千屯）

年初在荷|生産合計|需要年末在荷
170 1 2,052 2,222 2,052 170

170 2，055 2,225 2，055 170

170 1 2,063 2,233 2,063 170

170 1 2,071 2,241 2,071 170

170 1 2,085 2,255 2,085 170

170 1 2,102 2,278 2, 102 170

睡
一
合

百万層稜石）

f|需要

鶏

産
０
０
５
６
６
６

｜
池
沁
池
、
池
ね

薪
生

ｌ

計
却
却
顕
率
郡
率
一

７
７
７
７
７
７

’ 荷詫
５
５
５
５
５
５

年》
５
５
５
５
５
５

年

70．0

70，0

70．5

70．6

70．6

70．6

－8－
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（3）生産に伴う立木伐採量の算定

鰐給推定に基く用材生産及び薪炭生産に伴う立木伐採錘は次の通りである。

(イ）用材生産に伴う立木&辮鐘（用材歩止り78％，単位千石）
＝一一｢b■ヨ ー 一■一

I|" ,3 1 34

1暁::鰯|鰯: ’
3｡ | 31

102,500 1 105,100

131,400 1 134,800131

計．
－－

年平均
一

35

110.800

142,100

年

１
１

生産

伐採 136,600819,800

(ロ）薪炭生産に伴う立木伐採戯（単位千石）

蒋炭生産に伴う立木伐採量には,用材生産に伴う立木繊採によって生ずる廃湖等の利用を考慮し次の通りとした。

｜年平均34 35 計

61,800 62,300
58,300 58,800
3,500 3,500

49,000 49,000
25,300 25，200
23，700､ 23,800

110,800 111,300 500,100 83,850
83,600 84,000
27,200 27,300

30 31 82

鍬: ’
8,200

48,900
25,400
23,500

110,000
83,300
26，700

38

61,400
58,000

3勘400

49,000
25,000
23,500

110,300
83,400
26,900

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
６
３
６
３
３
５
９
６

１
分
３
，
，
〃
９
Ｆ
９

０
７
３
８
５
３
９
２
６

６
５
４
２
２
０
８
２

１

縢木炭

艤薪

銅|隷

錘》》窪

驚繍

60,800
57,600
3,200

48,600
25,300
23,300

109,400
82，900
26，500

1一

’ト

篭

理化が進捗し，木材の消菱節約が行われるものとし，伐

採量は人口増渥比例させた。

10カ年毎の平均伐採量の推移（単位千石）

（4）脈道計画

林道計画は奥地未開発林の開発によって木材の生産量

を高め，未利用資源の高度利用を図り，もって木材需要

量を充足し，叉国土保全の機能を充分に発揮せしめるこ

とを考慮し，過茂度を現状以上に増加せしめないこ.とを

目途とした。

即ち林道計画は，民有林， 国有林別に延長粁数を求

め，民有林については，補助林道，融資林道その他林

道とした。 、

なお林道計画による未開発林の伐採量は，民有林260

万石，国有林136万石である。

（5）造称計画

造林計画は旧造林未済地の解消，及び未開発林の開発

並びに既開発林の伐採に伴う伐採跡地の積睡勺造林を企

図し，資源の維持増殖と国土保全の機能を充分発揮せし

めることを目標とし，更に涛悪林地の改善，薪炭林の樹

種改良によって自給度の向上を図ることを目安とした。

即ちこの計画においては造林面稜の拡大に主力を注ぎ

民有林においては一段人工造林2,3“千町歩，部分林

58千町歩等，国有林は人工造林373千町歩を予定した。

（6）森林資源の保続生産計画

i)伐採量の推移

この計画に鐙ける伐採量朧，(8)に示した通りである

が，保続生産計画としての長期伐採計画は次記の通りで

ある。

なお長期伐採計画においては，今後一層木材の利用合

巳

曄
咋
弱

８
５

－
和

陣
紹
Ｉ

間
年

年
一
⑲

０
０

望
稗

皿
鵬
！

間
年

年
声
弱

０
０

１
３

室
和

’
昭

39生

間～40年間

陶‘癌．年

1“,600

! 86' '00
220,700

０
０
０

０
０
０

２
０
２

分
９
》
－

９
０
９

５
９
４

１

２

145,300

89,000

234，300

154,000

90,600

2会4,0”

用材

薪炭材

計

ii)蓄積の推移

蓄積の推移は，この計画における林道計画，及び造林

計画と長鰯伐採計画をもとにして想定した。即ち，

蓄積推移表（単位百万石）
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以上が生産計画の大要であるが， この計画に鐙いて

ば，関連産業の生産増に伴い木材の所要量が増加し生産
は拡大の方向をとっているが，一方長斯にわたる植伐の

推移をみると，このような在り方は，現在の我国の森林

黄源の現状より零て，蓄稜の低下を来たさしめ，森林資

源の枯渇及び国土の災害等の危ぐがあり，資源の維持増
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孕石：総合経済6カ年計画と搾蕊6カ年計画について

殖，国土緑化が強く要望されているとき大きな問題であ

る。

然し本計画においては，このような蓄積の低下も考慮

して立案したのであるが，それは，この生産計画が合理

的に運営される前提にたって，国土保全を害しない範囲

内で或る期間，林分の令級配躍の不均衡が蓄積の低下を

来たさしめても，将来,新生林分の拡大と生長の増大に

よって，蓄積の増大,.国土の緑化が期待出来るな．らば，

この様な木材の生産の在り方は，国民の経済的立場から

綴められるものと考えたからである。

従って，この生産計画を推進するに当っては，極力施

策の完壁を期する必要があるが，差当って次のような施

策が必要である。

2． 施策

（1）木材系堀合理化

本計画においては，関連産業の生産の伸び，人口，消

饗水準の上昇に対応する需要魁を出来るだけ確保するこ

とに努めているが，森林資源の現状に基くとき極めて困

難であるので，次の施策を必要とする。

即ち，木材の消費節約に期待し，関連産業の極度の木

材利用合理化施策を推進するため必要な資金の対策を講

じ，一方伐採或いは造材等についても一層の合理化を促

進し，生産の歩止りを向上せしめる必要がある。

（2）森林蕊源の開発と保全の促進

本計画は過伐度を現状維持に止めているので，国土保

全を一層効果あらしめるためには，林道の開設を出来る

だけ促進せしめる必要力物る。

なお，資源の合理的利用を図るために緯，造林地の撫

育促進及び生長の増大を充分企図すると共に，年を発生

する森林病虫害の駆除や，火災を極力防止し,盗源の維

持増殖を促進する必要がある。

③造林

生産計画の基本をなすものは資源の問題であるから資

源の維持増殖のためには造林の施策を更に推進すること

が必要である。

即ち，旧造林未済地の解消，伐採庭伴う伐跡地の造

林,辮悪林地の改良，薪炭林の樹種改良，優良種苗の確

保等,人口造林地面積の拡大に主力を注ぎ，なお品種改

良，外国樹種の導入等による生長促進，伐期短縮，生産

拡充の対策を必要とする。

一方造休促進の方策として，官行造擁の推進,部分林

の推進等の外，造林事業の長期間黄金を固定化する必要

に鑑孔投資を容易にする対策，例えば税制上の措置等

を検討する必要があ･る。

（4）山村経済の振興

林業生産の上昇率は，他の鉱工業部門に比較して甚だ

低いので，農山村人にIの雇怖と所得の増大を図るため，

林道の開設，造林の促進，治山治水対策等を促進するは

勿論，特殊林産物の増殖を推進し，一方零細林野所有に

対する林業経営の合理化等により山村経済の振興に努め

る必要がある。

（5）林業技術改良

林業技術を改良し澗錐の合理化を図り，林業経済を向

上せしめるためには，試験研究体制を拡充強化し，技術

普及員の増員拡充,巡回指迦能力の充実,林業機械化普

及，製炭技術の改良普及等を必要とする。

／

《
）

目

Ｄ
■

、戸一一一マーVーずーナザーゾーサーーーマーマーーヂザー古チｰｰｰニ苧言

二
一
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林野庁および旭川営林局の委嘱支援により30余名の自然科学者，林業技術者が植生･土壌･地質・

気象・虫害・菌害・材磁・施業の各専門班に分れ昭和27年以来密接な協調連絡のもとに，遂に完成
を承た層雲峡原生林の大調葺報告書である。
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日本林業の展開と課題
☆

野 村 勇 (30,9,12受理）

粗改正により所有権の確立を通して盗太主義的林業，い

いかえれば近代的林業の発展の基礎を提供したが，林業

そのものの経済的重要性のすぐなさ，および林業技術の
未発達により近代的林業確立への志向は林業経営者の間

にみられず，またかかる方向をめざした政策もとられな

かった。そして単に，国有林の承が明治政府の官業育成

の気運の一環として整備がおこなわれたの象であった。

このようにこの期間における林政は専ら林野の官民有区

分および国有林の整備に重点がおかれたの承であり，林

政としては非常に低調なものであった。そしてこの時代

には経済的混乱と相まって諸合に濫伐がおこなわれたけ

れども，この濫伐もなんら取締るくぎ法令もなく放置さ

れていた。

2

．明治27～28年の日清戦争は朝鮮，溝国等の国外市場

の確保と賠償金2億3千万両の盤得をもたらし，産業資

本の確立を助成し発展せしめた。明治30年以降になり

わが国における産業は急速に近代化され，整備されるに

いたった。以上のように戦争の勃発ならびに国内産業の

発展は原材料としての木材の需要増大をもたらした。木

材需要の増大は原始産業として余り関心を払われていな

かった林業にも関心を高めるに至り，明治30年に第10

議会の協賛を経て始めて森林法が公布された。この森林

法は内容によっても明白であるように,林業経営の振興

を企図するものではなく，森林の溌伐を防止するための

警察規定的なものであったと考えられる。如上のように

明治30年から40年頃までのわが国の産業資本確立期

・における林業問麗は国土保安乃至治山治水的視点よりの

濫伐防止であり，したがって林政も濫伐防止に主点がお

かれ，また前鰯に引きつづき国有林整備の問題が中心課

題をなしていたといえよう。

3

わが国における産業の近代的発展は明治34年の八鱈

製鉄所の開設を始めとして日露戦争（明治37～38年）

前後における重工業生産の発展により渕輔化されたもの

である。このように明治後半期より大正初年にかけて急

激に生産およ汲資本の集噸，集積がおこなわれて産業近

第一節林業問題および林政の展開

1

現代に連なるわが国における林業問題の展開は費本主

義経済の生成発展した明瀞佳新以降である。

わが国の資本主義経済ほ明治維新を起点として生成発

展したと－厳にいわれている。明治元年朧函誓ﾕ868年
であるからイギリスに産業革命のおこった刀60年から

すれば，まさに約ｴ,00年の時間的遅れをもっている。こ

のような日本盗本主義の歴史的後進性はｺﾉ7世紀の初頭

からはじまり19世紀の60年代にまでつづき，しかも

寛永16年（1639年）より安政6年（1859年）までの

220年間の鎖国期間をふくむ徳川封建制社会の存続とい

う歴史的事実に起因するものであろうが，かかる歴史的

後進性はその後のわが国の運命を決する一大原因となっ

たものである。かかる条件下においてわが国資本主義は

急速に資本主義的態勢をととのえ，日清戦争後の産業費

本確立期に入局わけであるから，大体30年間でイギリ

スにおける300年乃至400年間の行程を通過しているの

である。歴史的後進性に基因するこのような圧縮された

急速な資本主義経済の展開ほ日本資本主義経済の特徴を

形成するものであり，その展開には幾多の問題をのこし

ているわけである。

ここでまず明治維新より日清戦争後の産業資本確立期

までの一般経済のうごきとそれに関連して林業の問題に

ついて触れよう。

以上のように短期間に急速な資本主錘済の発展を図

るためには，当然国家権力の強力な活動をまたねばなら

ない。このように経済発展のうえに中心的役割をおわさ

れた明治政府にとっては地租政正の近代的統一化こそ中

央集権確立の財源としても，また近代的産業の確立のう

えにも肝要な事柄であった。かかる目的をもって地租改

正は明治6年に諸こなわれた。地租改正は林業において

は，一方において山林の所有権を確認し，資本主義的林

業の発展の基礎を提供し，他方においては旧幕府，諸藩

の直轄林野の官収ならびに公有林の整備を通じて国有林

の確立をもたらした。このように林業においては一応地

二割

垂
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野村：日本林業の展開と課題

代化の態勢が一応確立した。かくのごとき産業の発展と

明治42年前後の各地における大水害の発生は世人の林

業への関心をヨリ高め，漸く林業政策も公有林および民

有林にまでおよび－主に公有林一明治40年に至り植樹

奨励費の予算が新設されたのを始めとして，明治40年

にほ森林法も改正された。この改正により従来の警察規

定的性格の一辺倒から「土地の使用及収用」ならびに

「森榊且合」に関する規定にも承られる通り若干林業経

営合理化助成の性格ももりこんでいる。また明治“年

には国土保安を目的とする治水事業の計画の一部として

荒廃地復旧，公有林野造林奨励，保安林特別補償および

森林組合設立奨励などの称業政策を推進している。

林業が従来になく世人の強い関心の的になり，また林

業自体大いに影響をうけたのは欧洲太戦の勃発を契溌と

する日本経済の飛識勺発展によ､ってである。 この期間

一一明治後斯より昭和初頭まで－における経済の発展

をしめすために，物価指数によりデブレ戸トした国民所

得の増加率をみると大正4年から9年までの5カ年間に

61％，大正9年から昭和7年までの12カ年間に354％

の値をしめしておりD， これによりこの間の急速な経済

発展の様相がしられるであろう。このような日本経済の

おどろくべき発展は木材需要の飛躍的な増大をもたらし

た。一方造林は減少傾向をしめし，ここに木材･の需給問

題が従来より意識的に強くあらわれるようになった。と

の事惰腫早尾丑磨･渡辺全共著『日本の称業｣m5～m6頁

の中の次の一文により明確に窺知される。すなわち,"要

之我国内地の用材需給関係は今後20年間位ば平均1カ

年，造材共積にて800万石内外の不足を采すが，これは

樺太,北海道材を以て補ひ其不足は外国材によりて補給

して行くこととなる課，其後は不足額が年と共に急激に

増加し，然かも樺太,北海首材は勿論外国材も既に全く

供給能力を欠くのである。果して然りとせば木材の価籍

は暴騰し，森林は濫伐に濫伐を重ね国民は木材磯迩に悩

まされ国土の保安は全く破壊せられ真に窮迫せる事相を

呈するであらう。森林の造成，木材の生産は米麦其他の

食糧品或は工業品の生産と違ひ単に金だけでは出来ぬ。

金と同時に少くとも2，30年の歳月を要するのである。

即ち必要の潮に先立つこと2，30年に於て森林の造成に

着手しなければ此窮状を救ふ事は出事ぬ.…。賢明なる

為政者は必ずや国家及国民の将来に対して深き注意を払

ひ今後年と共に着を林業の振興に関し適切の方策を講ず

ることと確信する｡」とのべている。かかる方向は大正

12年の関東大震災の発生により拍車をかけられ，政府

は大正8年にほ林業奨励費の予算の掲上，大正9年には

公有林野官行造林法，大正15年には株業共同施設奨励

予算の掲上,昭和2年には私有および社寺有の水源に関

する土地の造林を奨励する水源酒菱造林補助政策等が相

次いで実施された。

以上のようにこの期間一明治後期より昭和初期まで

－における林政は，国土保安的見地よりの木材需給の

均衡といった問題が漸次ヨリ明確に意識化され，しかも

従来までの国有凋鍾点主義から公有林の整備改善に志向

するようになった。

4

日木経済は世界大戦の鯵騨による好景気を頂点として

長期的にば昭和ユ2年の日華戦変の勃発まで不況の谷に

しずんだ。日本経済の長期的不況ば当然洞譲渡もおしよ

せた。没山村の不況ほ弱小産業部門なるが故に他の近代

産業淵燗よりひどく，剃喋家も全く造林意欲を3蜂し，

造林面積は伐額司稜を遥かに下まわるようになった。し

かも大正10隼以降米材入荷のために木材輔出国から輸

入国に転じて，昭和4年に民有林の造林促進政策として

趨謝誕励規則が制定された。そして一方では嬬林の林

諜鑛営を保護するための関税政策が昭和4，6，7，8
年におこなわれた。このような民有林の造剃振興のため

の政策の実行と同時に農山村の窮乏を救うために昭和

7，8，9年にあいついで時局匡救政策および農山村経

済更雷業政策が実施され，洞藻においては繩萱工事，

砂防工事ならびに趣癖辮がおこなわれた。さらに昭

和14年には森林法の改正がおこなわれ，癖蝿合の改

正および篤官林加蒙の全画的計函也を営抹の磯督の項に

鍵還し，樹璽的に跨盲林の経営振興の政策をとりはじ

め，ようやく近代的鐸経営樹立の萠芽がもえはじめた

が，昭和12年の日舞変を契機として，その後の語匡

淳戦争勃発の進展にともない，かかる萠芽は何等具体的

成果をあげざるうちに阻止され,林業は必然的に戦錨
行のための統制経済の渦中にまきこまれていった。昭和

型年の森林法改正による森林経営の計画化も林業経営

の合理化にすすまず軍事的目的達成に利用されるにいた

った。昭和16年には木材流通面の統制を図るために｢木

材統制法」が公布され，漸次戦争の深刻化と共に国家統

制は強力におこなわれるようになった。このように国運

をかけた無謀の戦争も昭和20年に至りわが国の無条件

降伏のかたちで終戦をむかえた。

以上は明治維新より太平洋戦争に至る,までの林業問題

および林政の概要であるが，これを要約するに，林業問

題端よび林政は日本資本主義の歩みと共にし，明治維新

より30年頃までは官業育成の日本経済の要請に立脚し

ての国有林経営の整備発展に重点がおかれ，その後，漸

次日本経済の発展と共に，林産物需要の増大するにおよ

び林業に対する世人の，また山林所有者自体の関心も高

まり，林業政策も本格的に考えられるようになり，まず

（
）
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野村？ 日本林業の．展開．と課題

た。これらの諸政策は繕諭的にいって以上の戦後の赫桑

問題には大いに貢献したと思われるが，蔭鴬攻策の見地

からみればそれだけで充分であるとはいえないであろ

う。戦後ばこのように災害防止に重点をおかざるを得な

かったがために，林業径営近代化といった藤はややも

すると看過されていた。 しかるに日本経済の回復と共

に，戦前までつづいた一すぢの赤い糸が絢飲認識され始

めら沁てきている。かかる問題意識の醗芽は国有林にお

いては塒別会計制度への褒談また最逓こおける:この問題

をめぐる論議，民有林においてば林業撰術普及事業を通

じての合理的林業経営樹立への溌淡等に象られる。この

ように林業経営近代化，広くいえば林業経済の近代的発

展への志向の龍芽ばみられるといっても，まだ全くの萠

芽であり，この箙芽がこのまま樺E鐘ず戊畏して行くと
ほ簡単に楽観できない。かかる実情が現在の林業懸遁乃

至林政のすがたであり，かかる諏芽の認識と発展こそ，

現在における林政の謡遁でなくてばならない。

ここで最後に現在における林政の謡逼について触れて

承よう．

2

林政の課題を端的に要約すれば，安定した合理的な林

業経済の基盤の上に近代的な林業経営を確立し，山林経

営者の合理的マーヂンの確保，林業労務者の雇用の維

持,拡大を図り，かくして資獅勺には木材需給の均衡を

達成し，そして土壌侵蝕の防止，リクリエーション地域

の維持，河川流量の調節，風光の維持といった各種の林

業の間接的効用の達成を図ることにほかならない。

林業の近代的発展，いいかえれば盗本主義的発展の可

能性を最初から否定し，その努力を放棄するものは，資

本主義経済体制下においては自ら赫業の他産業への隷属

化を肯定することであり，また明治以来発展してきてい

る一すぢの赤い糸の存在に目を請うものである。日本林

業ほ近代的産業としての態勢をそなえた時，農林業が日

本盗本主義経済の発展の儀牲として，他の近代産業の姪

桔下にII申吟してきたというマルクス学派の論者の批判を

回避することができるわけである。

最初は国有林から公有林に政策がおよび，ついで昭和に

入り民有林にまでおよんできた。これらの林業政策を通

じての問題意識は国土保安の見地よりの木材需給の均衡

であったといえる。ただ昭和初期に至り若干林業経営の

近代化といった,いわば産業政策の萠芽が承えたが,これ

も戦時経済に入るにおよ･んで全く阻止されてし蓑った°

このように日本林業は全体的には日本盗本主義経済の

発展に従属的にしたがい，専らそれからの要請である他

の近代産業への原料供給および国土保安への寄与といっ

た国家目的の達成に答えてきたものであり，産業として

の林業の発展という点においてば全く停滞的であったと

いえるであろう。しかしわれわればこれまでの林業問題
および林政の展開を通じて意識的であれ，また意識の差

はあれ,.漸次近代的林業の確立あるいは産業政策の樹立

といった方向に志向してきている一本の赤い糸を見出ず

であろう。

第二節現在の林業および林政の問題

1

太平洋戦争の敗戦によりもたらされたものは広面積の

領土喪失と国土の荒廃および既存の経済設備の崩壊であ

った。森林も例外ではあり得ない。すなわち森林面積は

戦前4j500万町歩あったものが戦後2,500万町歩と約

半減し，森林蓄積は戦前の89億石から60億石に減少

した。このような領土喪失のうえに戦時中ならびに戦後

における濫伐は木材需給の面で大いに憂慮されるにいた

った。このように戦後の林業問題乃至林政の課題は森林

の荒廃の復旧，森林生産力の培養等の資源酒養に結集し

た。多数の林業にたずさわる人達は森林盗源の荒廃と木

材需給に関する資料をあげて日本林業の危機を説明し
た。参考のために次の一文を紹介しよう鋤。

“….森隊が，戦時中からの長い間の濫伐によって，

ひじように危機にみまわれている。その証拠にば，さい

きんでは木材需給は，異状な不均衡となっている。ちょ

っとした鴎風がくれば水害となり，また逆に，すこし晴

天がつづけば停電さわぎをしなければならなくなった。

このままですすめば，2，30年後には日本の国から森休

がなくなってしまうともいわれている。霧淋がなくな

り，木材や薪炭がすがたを消し，さらに二次，三次のも

ろもろの製品ができなくなったときのことを想像する

と，日本のあらゆる豊諜は，息の根がとまり，国民生活

は破壊されることは，火をみるよりあきらかで，ただ戦

喋をおぼえるのである…，'。このように森称資源荒廃

に関する意見はそれ程誇張されたものではなく，まさに

実情であったろう。かかる事情に対して森秣計画制度，

造林政策および治山治水政策等の各種政策が採用され

＝

P

､

毒

1）沖中恒幸著：日本銀行春秋社67頁

2）森林資源総合対策協議会：日本林業の危機とその対

策1～2頁昭和27年5月

その他の参考文献

島田錦蔵著：林業政策朝倉書店昭和27年6月

揖西光速，大島清，加藤俊彦,大内力共著‘日本にお

ける資本主義の発達東京大学出版部
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青丹よし奈良の大仏，東大寺の第 随筆になりそうだ。 重禰が，これに当った｡平氏に対し

2次造営のはなし，特に林業人の輿 奈良の大仏にも，諸行無常はある て反抗をつづける，奈良の東大，興

味をひかれるはなし。その時代は吉 らしい。いや，大仏におわせばこ 福両寺の大衆（ダイシユ）を伐ち，

川英治つくるところの昭和版「新平 そ， その身をもって， まのあたり おりから’西を東へふく台風に乗じ

家物語」のとき，赤から白へと過渡 に，有為腫変の実相を示されるのか て，無謀というか，乱暴というか，
してゆく大詰のとき，源平の争乱 も知れない。今から約2,000年前 東大寺の金堂(コンドウ)大仏殿に
が，やっとおちつこうと 放火したのだから，これ

ー＆坐芦＝？刀■~rF＝…･■ー一G－一一完一－－巳晶で－－■年子口｡~丙－．冠画工■●－8ー峰ツー~心酔い~一一一“I

する約15年間にあたる。 ではすくわれない。

周防の杣山 平'“侭，その後これを人約に承ると，

当時，瀞§寺の放火をそ 父清雛の命令をえて頼朝

そのかし，実説‘‘街のダ －大佛再度の住宅調べ一 の討伐にしたがい（紀元
二吉三郎，，の役を演じた ． ． 、 1843，義和元，閏2.15)，
のが，平相国清盛。‘‘狂 木曾義仲の将足利蕊清を
恋八百屋お七，'の役をか 備中の水島に敗死せしめ

横田精一郎
って出たのが，その子平 た（紀元18婚，寿永2，
重漣そして，京都に （30,9慰26受理） 閏10.1）のもこの人。そ

今

q一
…一一一一垂竺｢？露＝三雪一一ヨーーでz■アー五～下．2垂一命＝垂一・号亨烏言澤＝丘＝下刻

は，院政35年の後白河

法皇，鎌倉には，日の出の威勢をほ

こる源頼朝。それもあろう，これも

あろうが，断然，大仏殿の再興に光

をなげかけたのは，民衆のなかにと

びこみ,民衆とともに張切った傑僧，

その名を俊乗坊重源という。

この人，浄財の勧進に廻国する。

大任､鋳造の技術者を拾ってくる。す

ること，なすこと，その道のベテラ

ンとしての領域を越えて，さらには

林業簑術家として，こころ艇くいま

での敏腕を発揮した。そぞろに頭の

さがるを禁じえない傑物であった。

大仏殿の用材は，そのとき，本州

のばて，溌戸内海のはて，周防（ス

オウ）の杣山（ソマヤマ）が中心で

あって，その杣入りに，民心の把握

に，良材の踏査に，伐木に，丸太材

に，さては林道を開いたり，溪谷を

利用したり，やがては，佐波の河川

輸送，木津の突賃構築筏阻の葛藤

採集，内海の波上達擬淀川のひき

あげ,奈良坂の大八車,など，など，

かれのやることにはそつがなかっ

た．いわゆる快刀舌聴の人，多左ま

すます弁ずる入，この人を主軸とし

てかいたら，はなしは反っておもし

るかう，と芯考えるが，ここでは，

どっちつかずのうちに，大仏殿を建

ててしまう，という鐺粗末なメモ的

の年くれて，一の谷の合

戦のとき，武運つきたかとらわれの

身となり（寿永3.2.7)鎌倉におく

られて,狩野宗茂にお預け（同4.8)。

嘩原邦通，工藤茄経，美女千手ノ前

らの慰問(同4.20)に，うかばぬ顔で

わりきれぬ日を送っていたが，やが

て因縁の地南都に護送せられ（紀元

1854.遼久5.6.9),花の28才,奈良

に斬られて散りはてた（同6.23)｡運

命の地に運命の死をえたわである。

× ×

一天下こぞって，大仏殿の焼払い

には，よもや，とおどろきの眼を見

張らされた。後白河法皇の再建の院

宣，藤原行隆の造寺官の拝命，段取

りだけは一応順調に運んでも，国家

の財政が実は火の車のところへ，決

然としてあらわれ出たのが，高野山

の傑僧，俊乗坊重源であった。一夜

霊夢に感応して， 旧都の奈良に登

場，やがて法皇の勅害をささげ，東

大寺建立の勧進帳をたずさえ，六道

せましと廻国募金して，すばらしい

実績をあげた。この俊乗坊が，ぼど

なく，周防の山を背景として，堂を

林業家の貫職を発揮する。往くとし

て可ならざるない， そのふるまい

は，一面，かれが山でそだち，山で

きたえた，卓抜の文化人のためでも

あろうか。

（紀元1412,天平膳4.4.9）に

開脚職した,瞬蕊邸仏（ロシヤナ

プツ）の大仏殿は，その後いくたび

（紙元狸61,廻蓄20．同皿87,

天晨4．同1515,斉衡2）の修繕

をかさねて，その錘の場合には，

もったいないかな，大仏のあたまが

地におちたもうた。

それから325年（紀元1840,治

承4.12.28）して，こんどは，ただ

膝の承をのこして，むざんや，大魚

は熔けて流れてしまわれた。金銅の

夫仏さんが，戦火にとけ，業火にな

がれたほどであるから，廻廊，塔婆

（トウパ),その他，当初の建造物も

ろともに，奈良の大仏殿は，むろん

焼けうせた。灰鍵大山のごとく，余

煙黒雲のごとく，その翌年(養和元）

の2月下旬までも，悪火臓なかなか

消えるべくもなかった。舞台が瀬戸

内海はるかに，周防杣までもとび，

濁世の洗業家にも，少からぬ刺戟と

実績とを供するのは，このときの復

興工事である。

大仏殿治承の炎上は，放火が原因

である。平相国清盛の命令により，

宇治平等院の一戦（治承4.5.26）

に，源三位頼政，仲綱，身纈勵らの父

子を自刃せしめ，以仁王（モチヒト

オウ)を流失に死なしめた,例の平ノ

ー14－
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後，好木を探すに，柱1本につき米

1石（今の約6斗）をあたえる，と

いう懸賞規定を発表したのが当っ

て，山女谷左から沢山の巨木を発見

したものの,これにも難点はあった。

大木には，えてして，空損をあり

がちとする。節枝が多くて，不適絡

も続出する。幾ﾕ00本を伐木して，

わずかに10－20本しかえられぬ，

という播態で，木材あれども好木な

しのなげきがあった。

苦労といえば，搬出も，流出も，

たやすくは運びかれた。 1本の木

材，その本末に2筋の大綱をつけ，

ロクロ2張建で引くのに，所要人夫

が70人。綱口6寸，長さ503ig,

その1丈を持ち上げるだけにも，50
人という労役，戸クロのないときに

は, 1,000人の労役を必要とした。

漢をうずめ，磐をくだき，路を開

き，木を倒し,荊をのぞき，橋をか

まえ，佐波川の流域にのせて，木津

へ出した。三田尻附近の海にいたる

蓑でが7里，水曇が豊富なのは4月

上旬から7月下旬までの期間で，堰

（セキ）をつくって水をたたえたの

が118カ所川口は新に掘って海に

通した。この沿岸の村を，出雲，八

坂，柚野の界隈には，沈木の淵がの

こり，溺死の怪がつたえられた。そ

の口碑が，いまも残って尽きぬ，と

いわれる。

記録腱よると，俊乗坊重源は，筏

組（イカダグミ）にも精通して，か

れのは，当時おこなわれていた，普

通の穣式とはことなり，筏撒に葛藤

を綱とした。そのため，国中たちま

ちにしてこれが払底し，葛藤の採坂

と集荷が，ついに隣国までもおよぶ

にいたった，と遣っている。佐波川

の口から誌そらく筏組して，瀬戸内

海を淀川へ，次の木津川嫁浅いか

ら，柱の本末に2般宛の船をつけて

さかのぼり，いよいよ木津に陸揚げ

の後は，大八車にのせて．牛120頭

一体，東大寺寿永の再建には，劇

的要素がすこぶる多い｡能の安宅(ア

タカ),長唄の勧進帳，箏曲の悪七兵

衛（アクシチピョウエ）景清，これ

らを挙げるまでもなく，事実がすで

に劇的にできていた。

序幕は，平氏の放火である。その

焼跡に，俊乗坊のすがたが，大うつ

しになる。これが院宣を奉じて，諸

国を行脚する。この快僧が，一輪車

6輔をつくり，車上に臓舎那仏と脇

士（ワキダチ）の四天王像とをのせ

て，一紙半銭の勧進の旅をつづけ，

奥州の藤原秀衡以下から多量の金銅

を寄進せしめ，炎上2年後（紀元

1842,寿永元）には，意外の成功を

奏した，というのも，当意即妙，熱

意万点だ。

いよいよ大仏鋳造に一歩をすすめ

ようとすると，天平（テンピョウ）

の昔匂うた美術工芸も，その後衰運

の一途をたどっていて，今では鋳造

界に一人の自信ある技術者もえがた

い状況である。局にあたる人々が，

かたい壁にぶつつかった気持一ぱい

で，ただただ困惑にくれているとこ

ろへ，時あたかも，商人としてわが

国に渡来していた，采の鋳物師陳和

卿を連れて，俊乗坊涙ひょっこり奈

良へ帰ってきた，という説も，正し

く興味津凌である。

× ×

このあたりからちょっと，そろば

んが欲しい。勘定なら，およそ菩手

で鬼門だ。しかし，記録の権威が，

そのためそがれては困る。ちょいち

ょい，数字をもてあそんで，奈良の

大仏へよこ目をおくるも，またやむ

をえまい。南都の大仏は，陳和卿と

陳寿仏，この2人の兄弟のほか，宋

人7人，日本鋳物師哩人，これら

が鍵鎧に着手し（紀元1843, 寿永

2.2.n),銅7,000-]O,000斤宛を

とかすのに，毎回木炭50-60石を

要して，開眼供養に至ったのは3年

目の秋（紀元1845，文治元8.28)。

このとき，法皇親臨して，桐曽正定

遍が開眼師となった。

大仏殿の礎高は，天平のむかしの

通り。柱の銅;が桧の良材であった

かどうか，それは疑問としても，そ

の太さにおいて幟，天平をしのぐ。

当初の3.5尺に対して，今次のほ，

口径5尺，末口4尺，平均4.5尺。

長さを100尺とすれば，1本の材職

は1，590立方尺，石数で159石，尺

締で132.5尺締にあたり，今次の再

建を機として，母屋の内左右に4本

宛の柱を増して，擬鍾92本となっ

た。それが，どれ一つとして，つぎ

はぎのない-永往であるから，豪華

と称してあまりがある。

その用材がところもあろうに，中

国地方のばてに近い戦乱のあとの疲

労にあえぐ，周防の国にもとめられ

たのであるから，俊乗坊たるもの，．

いささか痩せざるをえないところで

あるが,かれの糖力と手腕とは依然，

超人的でさえあった。刺Iスリのかれ

が，その料諜的控術の創意と工夫と

に，さえてあざやかな腕を易偽せてく

れるのは，いよいよこれからだ。

× ×

奈良大仏開眼の翌春，後白河法皇

から，東大寺に周防国の寄進があっ

て， その陽春(文治2.4.10）に，

俊乗坊重源は，宋人陳和卿,番匠物

部為里，桜島国宗，その他10余人

の役人をしたがえ，周防杣に乗りこ

んだ。これは，周防国佐波郡，江戸

時代になって，萩藩の潅（ナメラ）

御立山，とよばれた一帯である。

源平の騒乱の終ったばかりの翌年

で，物唯あれ，人はすさび，夫は妻

を売り，妻は子を売り，あるいば逃

亡，あるいは死亡，一行上陸のとき

には，国中の飢えた人灸が，雲集し

てこれを迎えた。米をほどこす，種

子をあたえる，肥料をくばる。まず

地方の人民に生活の安定をえきせて
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－

いて配餅筋Iであった,例の後白河

法皇は，ちよう置3年前(紀元]852，

建久3.3.]3）に，66才をもって六

条殿に崩じ，すでにこの世に朧なか

った。た震た叢，大雨があり，大地

が震うて，天皇京都への塞拳は，あ

くる日までのp《た，という。どこど

こまでも，劇的に終始した，第2次

の大仏職登営であった。

繩互の歴史年表を繰って，その後

の俊乗坊をのぞくと，「億重源，伊

賀に新大仏寺を嵐陸す」（紀元ﾕ862,

建仁2)，『東大零大和尚重源寂す」

（紀元1866,達永元6.4）と見え

る。奈庭大仏殿の再建をめぐって2

－代の傑僧俊乗坊重源のあふるる熱

誠，たぐいない技術,その足跡は,ま

ことに偉大である，と三歎される。

大寺に木材を輸送して，大仏殿母屋

柱2本始立に至るまで，この間に費

された年月，実に4年4カ月(紀元

18“，文治24.叩一一J850,建久

元7.27）を要した。 ‐

この柱立には，仮屋の上にロクロ

8張，地上におなじく6張を建て，

諸方から異口同音に掛け声して，鼓

をうって引立てた。長さ9丈，径5

尺の巨材であった。さらに庇柱を立

てて，棟上式を施行，この母屋柱始

立から，4年8カ月で工事が竣工，

感大に供養せられた。

この日（紀元]855,建久6.3.12),

後鳥羽天皇は，生母七条院藤原殖子

とともに東大寺に臨御，おりから鎌

倉の源頼朝もス京して，六波羅第に

あったが，これに列座した。治承の

炎上を最もかなし象，その再建につ

を懸けた。

いわゆる結縁（ケチエン）のため

の法悦の柱引きが，来る日，明ける

日，照る日，くもる日，いかに渇仰

の民衆でにぎわったことか。後白河

法皇は，みずからとの善男善女（ゼ

ンナンゼンニョ）の綱につき，夫唱

婦随，その女御（二買ゴ）は，御車

の中に綱を入れ，この端を執った，

というから，上下有縁（ウエン）の

群衆による，熱狂的出動参加がしの

ばれる。そのコースは，奈良坂（歌

姫越）をとったもので，これは，当

初天平の連立時とかわる重い，と、、

われる。

× ×

ちょっと，蓑た，柄にもない数字

をもてあそぶ。周防国佐波川流域の

山林に杣スリしてから，海陸奈良東

●
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ある。

2．鯛媒製表の目的及び実験例

触媒製炭の目的は収炭率を大きくすることを第1の目

的とするが，炭質を硬くし，締りをよくすることを第2

の目的とする。

蕊品処理 無処理

一ー ~舌一￥今年一■－－＝一－一一万 凸､ 一＝畠かF＝＝罐

鯛媒製炭

定吉岸 本 再塞
記

､蔦

(30,11,1受理)
一宅玉手一'一一弓＝ ~～…画－－ー垂一口唯邑 上蛍

I，』 I｣？”

⑮鰯。
口跡 、

密己

驚‘か’ ：:‘．駕 畠．

第1図

普通製炭による木炭と触媒製炭による木炭の比較

第1図は触媒製炭の炭化サンプルの一例である。上方

は蝿‘（ウリカエデ）下方はその炭化物，木炭である。

薬品拠堅した木炭は無拠璽の木炭より型が大きく，われ

もなく，重量は35％も多い。この場合，薬品として塩

安を使用し，電気炉で500｡Cで炭化した。

次に"鰈製炭によってどの位収炭率がふえるか，文献

及び筆営等の実験例で示すことにする。薬品を完全に炭

材にしみこませるのは容易ではないので，鋸屑に薬品を

し承こませた実験例をまず，始逸に示すことにする。

Richerdsonは鋸屑4グラムに各種の薬品0.8グラ

ムを加え, 450oCで炭化した時の収炭率を求めたとこ

ろ，ある種の薬品は収炭率をいちじるしく大きくするこ

とがわかった。その一例を第ユ表に示ぜぱ，

第1表鋸屑に種之な薬品を加えた時の収炭率

1．鯛媒製炭とは

触媒製炭とは耳あたらしい言葉だが，炭材に薬品をし

みこませて製炭する方法をいう。つまり,薬品の戯たら
きによって炭化織簿を変え，木炭の収率を多くする製炭

法である。

いままでも収炭率を多くするため，すみがまの改良が

さかんに行われてきたが，すふがまによる収炭率の増大

法は一応のリミットにきたといえる。各種の改良がまが

工塞案されたが,､収炭率には殆んど差がない。しかし

ながらよい炭質のす承をやくためにはす承がまの改良催

今後も必要であるが，収炭率を大きくする意味からは外

の方法がとられなければならない。すふがまを如何に敦

良しても尉上樹蒋が別に変るわけではないので収淀率は

それ程大きくほならないわけである。さて，す象がまで

木材を炭化すると，木酢液や木タールが排煙となってで

てくる。だから木酢液や木タールを少くする炭化法がと

られればすゑがま内に残留する賦鐸が多くなる筈であ

る。それには炭化#識そのものを変えねばならないが，

これはす象がまの改造ではできない。どうしても触媒の

はたらきが必要になる。

いま，セルローズの認､子を例にとれば，

A普通の炭化の場合
サクサン メチルアルコール木タール

C｡(HgO)5→CH3COOH+CH30H+C"H450,6

木炭

+C,0H50+その他

B触媒を使った場合

C0(HgO)扇→6C+5(Hg0)

普通の炭化の場合は木炭の外にザクサン， メタノ･『－

ル，木タール等ができるが，或る種の触媒を使えばB反

応のように炭素と水に熱分解することも不可能ではない

ので，収炭率はいちぢるしく多くなる。この様に炭化の

際，触媒のはたらきをする薬品を蝿にし象こませて製

炭する方法を触媒製炭という。す承がまでI超卜煙を利用

しないので，排煙はできるだけ少くして，雇荻量を多く

する炭化方式が望ましい。これには触媒製炭が合理的で

＝

ロ

率
一

Ⅱ
一

力増
０
５
５
５
０
５
０

の
％
ａ
４
ｚ
６
ａ
Ｌ

鐸
《
９
９
９
７
６
６

叉１
収炭率｜％

49．0

48．9

48．3

44．3

菫； ’

加えた塩類｜
臭化アンモン

硫 安

塩 ・ 安

リ ン 髪 ‘
リ ンサン

塩化アェン

何も加えず

ｰ

備考：収炭率は絶乾試料を基準とした。

上の表を歌ると薬品によって収炭率が大きくなること

は明らかであるが，製炭でば炭化中有毒ガスが発生して

はならないし，木炭が立消，爆跳等燃焼障害をひきおこ

してもいけない。叉，薬品は安価で入手しやすいもので

なければならない。これらの点を考えるとまず，塩安が

比執豹トラブルが少いので，塩察の使用量と収炭率の増

加率を実験した処，第2図の結果をえた。実験方法はア

カマツ鋸屑‘10グラムに塩安の一規定液3cc, 5cc, 10cC,筆者・林試・林産製造科長
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15cc,20cc,25cc,30ccを加え500｡Cで1時間電気

炉で炭化し，収炭率を求め，その耀珈率を計算した。

いちぢるしく増加したが，その一例を第2表に示した。

第2表炭化率の比較

％
Ⅱ
別

収
炭
率
の
増
加
率

率
６
７
６
６
４
６
９
０
３
５
１
７

｜
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銅
率
型
空
調
鐙
巍
巍
”
鎚

炭
％

収 同増加率
％

1
口

樹種

ウリハズカエデ

〃

サ ク ラ

〃

ク ヌ ギ

〃

アカマツ

〃

アオハダ

〃

ミ ヅ キ

〃

使用薬品

なし

硫安

なし

硫安

なし

塩安

なし

塩安

なし

塩化アルミ

なし

塩安
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第2図麓安使用鐘と収炭率の増加率

第2図によれば，塩安使用量と収炭率の増加率には対

数関係があり，小量の塩安使用量でも収炭率を増加する

ことができる。叉，大量加えてもそれ程収炭率は増加し

ない。原"調重愛の0.5％の塩安を加えると，収炭率は

約25％増加するが，塩安をこれより20倍，すなわち

10％加えても収炭率は3.6倍，すなわち約90％増加す

るにすぎない。第2図の実験式から，収炭率20％増加

する塩安便用量を計算すれば原炭材重遼の0.22％とな

る。通常，木材の灰分は0.3～0.4％なので，木材の灰

分と等量位塩安を加えれば収炭率は20％増加すること

になる。 、

さて，以上は鋸屑を使用した例であるが，炭材は鋸屑

のようにほ薬品がし承こまない。すみやき現場では注入

設備も，圧入設備も不可能なので，結局，炭材･に淡厚な

薬品を塗布してその拡散によって，炭材中に薬品をしみ

こませる，いわゆる拡散法が適当である。ところで炭材

は伐採直後のものを使うため，水分は豊富である。叉，

炭材は一般に小径のために拡散法を行うにはすこぶる都

合がよい。拡散法は木材防腐処理の際，使われる薬品注

入法の一つである。

この様にして実際，炭材に薬品をし単こませ製炭した

実験例を次に示す。

実験1．穰準炭材による炭化試験

長さ15cmの炭材を二つにわり，重さをはかりその一

方の小口面，割裂面に各種の薬品の飽和溶液をなすりつ

け，両者とも密閉した容器中に一定期間放置した。その

後，未処理の他の炭材とともにすゑがまで同時に炭化

し，その収炭率をはかった処，ある種の薬品は収炭率が

備考：浅川分室で実験，収炭率は生材を対称とした。

叉，長さ3．5尺に玉切った炭材を二つ割，四つ割にわ

り，同様に塩安で処理し，すみがまで炭化し，収炭率を

比較した一例を第3表に示した。

第3表炭化率の比較

樹種 ｜使用薬品|収傷率|同勢率 、
』

1
1サクラニツ割

〃

サクラ四ツ割
〃

なし

塩安

なし

塩安

２
０
１
０

申
●
●
凸

１
９
１
０

２
２
２
３

ＪＯ
７
０
５

。

●

６
９

３
２

I

｜

備考：福島県4嫁製炭試験地。収炭率は生材を対称と
した。

実験2．すみがまによる製炭試験

上記，実験で炭材にある種の塩類を使うと収炭率が増

加することが明になったので，次にすみがまで全部の炭

材に薬品処理した時に，収炭率がどのように変化するか

その実験を行った。この実験では塩安を使ったが，塩安

は上記の通り収炭率に著効がある'し，叉，後記の通り製

炭中にも障害がゑとめられず,木炭に薬品が残留するこ

とも少いので，立消，爆跳，悪臭等も少いと考えられ，

叉，将来，工業化された時に安価に大量入手できるので

塩安を使用することにした。裳安の使用量と収炭率の間

には前記の通りy=51.181ogx+22.23の関係があり，

0.5％薬品がし承こめば収炭率臓20％以上ふえる筈に

なる。実験した場所は，千葉県夷隅郡筒森国有林の千葉

営林署官行斫伐事業地内のす承が叢で行った、この結果

憾他日詳細に発表するが，その概要を述べれば，

i使用製炭窯

在来型奥行10尺，最大巾11尺，腰高4尺，きん

ちゃく型，いわゆる多鎚生産型のすみ漆まで，この実験

』
グ

〆
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には好ましくないかま型であった。

ii炭材

樹令約25年，常緑広葉樹力;多かった。カシ類，シイ

類，ヒサカキ，ヤマモモ等が多く，サクラ，エゴ，クリ

等落葉樹が点在している。この実験では特に，低品質炭

材･の収炭率の向上を知るため，カシ類，そ⑧他硬質炭材

は除き，クロバイ，シイ等，低品質の炭材ばかり使用し

た。まずこれらの炭材を二つ割，あるいは四つ割とし，

その小口面，割った面に塩安の40％溶液をなすりつけ

た。（塩安は樽の中で熱湯にとかした。バケツを使うと

腐蝕するおそれがある｡)始めはハケでなすりつけたがめ

んどうなので，鱒の中で大根を洗う要領で，タワシでこ

すりつけた。

その後，炭材･を椛積してビニール布をかけ蒸発を防い

だが，日かげに濡れむしろでおうてもよいだろうと思わ

れた。こうして約2週間放置した。

iii製炭方法

ノ製炭方法は一般の製炭方法と同犠に行ったが，この製

炭では炭化が長引くことが明になった。通常の製炭より

一昼穫半,36時間位炭化時間が長くなった。叉,炭化温

度が上らなかったが，この原因は塩安が熱分解するため

らしい。蝋安は300｡Cで約60%が熱分解するが，こ

の温度はセル戸一ズの熱分解点なので，従って炭化がお

さえられ炭化が長びくらしい。このことは良い炭をやく

ためにはよい条件なので，塩安処理した炭材からは良炭

が自然に生産されることになる。その外は別に変ったと

ころもなかった。煙道の出口の附近には白ネズミを常に

カゴの中に飼いおき，充分排気にあてたが毛の色が変っ

た位で（排煙のためにやや黄編色になった）元気に過し

た。筆者等が直接臭気をかいでも特に異状がなかったの

で，衛生上排気は無害とみなせる。叉，附近の樹木も枯

れなかった。

iv収炭率の蕊化

このす承がまで7回製炭がくり返えされたが，その中

初窯を除くと出炭愛ほ第4表に示した通りであった。一

般に出炭錘は樹種,炭材詰込量,炭化操作でことなるが，

炭材詰込量，炭化操作ほ毎回それほどことならないの

で，出炭逓には樹種の影響が大きい。硬質材を多量にい

れると出炭量は多くなる｡叉,軟貸材を多量に使うと出炭

量は逆に少くなる｡だから,出炭量を比較する時は樹種を

一定にしなくてはならないが，このことはこのたびの実

験では実行不可能であった。普遍製炭の場合に膣ナラ，

カシその他硬質材を多くさん使買ったが触媒製炭の時はク

ロバイ，シイ等,軟質材許り使ったので,収炭率の上から

はすこぶ覇条件が悪い筈であった。しかるに第4表の出

炭成績を承ると触媒製炭の出炭量§k明かに多い｡叉,銘

柄から承れば荒が少くなったが，逆に粉炭は増加した。，

すなわち,炭質は向上するが,割材を使ったために樹皮が

はがれ粉炭が多くなったらしい。この実験で，収炭率の

増加率を求めることは上記の理由でできないが，収炭率

及び炭質が向上することは明かであった｡叉,衛生上無害

であり，煙害も認められなかった。叉,製炭中,爆発その

他危険な異常現象もみとめられなかった。これらのこと

が明かになったことはこの実験の貴重な収穫であった。

この実験結果及び第2図から予想すれば炭材に0.5％の

塩安をし承こませれば収炭率は20％以上増加すること

は間違いない。すなわち1,000貫の炭材を使用し出炭垂

40俵の場合，塩安5貫匁を使用すれば8俵の増産とな

ることはたしかであろう。そこで5貫匁の塩安を600円

位で入手出来れば，この製炭法は実用価値がある。

第4表出炭成績
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計

1

561528 ’ '6合 53 50 52

註1．月，日は出炭月日

2‘数字は15kg入炭俵数を示す
3．製炭場所千葉営林軸笥謬津業地

3． 薬品処理後の放置期間

この方法で減薬品は前記の通り拡散によって材中に浸

透するため，薬品処理を行った炭材は蒸発を防ぐように

設備された場所で，一定期間放置しておく必要がある。

この期間，炭材は乾燥しないようにぬれむしろをかける

とか，穴の中に貯蔵するとかの処置が必要である。第3

図にば薬品処理後の経過日数と，収炭率の増加率とにつ

いて実験した結果を示した。実験の方法は炭材を30cm

の長さに玉切り，二つ割となし，一方の炭材に薬品をな

すりつけ，両炭材とも一定謝間恒温恒湿室(20｡C,

85％）に貯蔵し，その後すみがまで同時に炭化し，収炭

率の増加率を計算した。樹種は20種用いたが，これを

針溺劉炭（すぎ，ひのきの平均値）軟礎炭（やまざく

ら，ほおのき，くり，あおはだ，えご，ねじき，うわ難

訟
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4．むすびのことば

以上のことがらをしめくくれば，

1）触媒製炭によって収炭率をひき上げ，炭賛をよく

歌ることができる。

2）使用薬品にはいろいろある漆,塩安は有効である｡

3）薬品は潤享にとかす必要がある。従って熱湯にと

かす。

4）塗布した後は2～3週間ぬれむしるなどをかけ乾

燥を防ぎながら貯蔵しておく。

5）炭材ば伐採直後のものより2～3週間乾燥させた

ものがよい。夷菌だけ鞠巣し，内部は生材のままのもの

がよい｡

6）炭化は長引く傾向がある。急炭化をはかるとよ

い。急炭化しても軽くならない。

7）薬品使用量は炭材の0～0.5％とし，収炭率の増

加率20％位を目標にするがよい。

8）塩安使用量と収炭率の増加率にはy=51.181ogX

＋22.23の関係があった。

この製炭法はまだ始ったばかりで，これから多くの地

方で，多くの人湾に実験していただき，多くの敦良がな

されて始めて実用価値をもつと思う。

だが,製炭といえども木材の熱分解を利用した化学産

業である．一鯛上学工業のすう勢に従って一向差支えな

いはずだ｡今の化学工業では創媒を使うことが常識にな

っている。その製造過程中に触媒を使い，反応を容易に

かつ完全にすることに努力している。製炭も上記の通り

木材の熱分解を利用する産業なので，その反応過程中に

触媒を使うのは時代の要求でもある。この方法は今後大

に研究し，発展させねばならない。終りに，この実験に

多大の御援助をいただいた林野庁林産課田中課長，平

野，山下，神宮寺各技官，東京営林局作業課伊藤課

長，弁坪技官，千蕊営林署柏木署長,藤田課長，筒森事

業所米本事務官その他関係諸氏,木炭研究室員各位に心

から御礼申上げます。
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’一一←針薬樹炭経過日数 ・

工一x－x－軟質炭

虹一ローロー準硬質炭

w一△一△一硬質炭

第3図薬品処理後の経過日数と収炭率の増加率

づさくらの平均値）準硬質炭（くましで，えんこうかえ

で，こぱのとねりこ，つばき，りょうぶ，さかき，うり

かえで， いぬつげの平均値）硬質炭（こなら， しらか

し，あらかしの平均値）にわけて示した。

薬品は塩安?8％溶液を用いた。針葉樹炭は薬品処理
してから5日目に効果をあらわしたが，硬質炭は15日

後，準硬質炭，及び硬質炭は20日後に効果をあらわし

た。25日後には何れの樹種も効果を現わしたが，軟い木

炭ほど効果が大きかった。この結果から考えると，濃度

の濃い液を使うことば必要であるが，塗布後は必ず一髭

期間放置しておく必要がある。この期間は25日位が必

要であるが，濃度の高い液では放置期間は短かくなる。

筒，拡散方程式から，濃度と時間の嘆豚が計算できる

筈であるが，拡徴係数が明かでないので計算することは

むずかしい。
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|||州I|| 林木のタネの休眠と発芽促進
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低温におく，いわゆるシメリケ低温災鯉はおおくの農琳

用タネの発芽促進にすぐれたキキメがあることがしられ

ているが，ことに林木のタネの処謹には諜函1カ月かそ

れ以上のながい期間が必要だとされている。しかしヒノ

キ，スギ，アカマツ，クロマツ，カラマツなどのタネの

ようにつよく休眠していないものでは，1週間内外の短

期間の冷水浸渡でキキメがあり，発芽勢がおおきくなり

よくでそろうといわれている。おなじような例が外国で

も報告されており, Whitespruce(カナダトウヒ),

Easternwhitepine(スト戸一ブマツ),Blackspruce

（マリアナトウヒ), TamaraCk(セイホウカラマツ),

Balsamfir(パルサムモミ）およびJaCkpine(パンク

シヤマツ）のタネで, 5｡Cの冷水に7～14日つける方

法が30～90日の低温層穣法にかわることができるとの

べられている酌)9s)。しかし，このなかの2, 3のタネに

ついて浸水法のキキメがほとんど承とめられないという

報告鋤)もあり，短期間の冷水浸涜による低温のキキメに

ついてはまだ梅討の余地がのこされている。

（3）種皮にふくまれる発芽阻慧鋤質の除去： 針鐵剴

のタネについてはまだ報告されていないが，種皮や果皮

には発芽をおさえる物質がかなり普通にふくまれている

らしい。こういう物質はおおくは水謝生のものであるか

ら，浸水によってとけでるものと思われるが，この目的

のためには流水をつかうか水をたびたびとりかえなけれ

ばならない。しかし林木についてこういう例はまだ報告

されていないようである。
、

スギの父ネを約15｡Cで24時間浸水した籍3o)によ

れば，オヤ木によっていくらか差はあるが発茅がはやく

真正発芽率もいちじるしくたかく，水につけた日からか

ぞえても浸水のキキメがあきらかに承とめられている。

しかし浸水時間やつけるときの水温についてはまちまち

な結果が報告されており”鋤調)，また苗畑で実際につか

われた場合にもおなじ結果がえられていない。苗畑でま

ちまちな結果をもたらす一つの因子は土じよう中の水分

で，浸水したタネをかわいた士じようにまきつければ，

タネの中の水分は逆に土じように吸いとられて，かえっ

てタネにわるい影響をあたえ発芽してからの成育にも影

5． 発芽促進法とそれがタネにおよぼすキキメ

前章でのべたようないろいろな型の休眠によって，林

木のタネは発芽のための普通の条件をあたえられてもす

ぐに発茅できないことがおおい。そこでいろいろな方法

で発芽を低堂すること，すなわちタネの休眠をやぶるこ

とがかんがえられてきた。ここでは発芽偲僅方法によっ

てタネの性質がどのようにかえられるかを中心にしてそ

れぞれの方法を説明したい。

5．1.蓑水法

これは4章にのべたようなはっきりした休眠>閃誤には

ないが，よい条件をあたえられてから冒鏡弓-るまでにい

くらか時間がかかるようなタネに普通にもちいられる。

こういうタネを1～5日間水につけてからまくと発芽が促

進されるといわれており，この場合ブk温はなるべく,ひく

い方がよく,普通氷水か雪どけ水がつかわれているが,雪

や氷がえられないときは蒲水をもちいてもよい。水温が

たかいときはきれいな流水をつかうか，またはたびたび

水をとりかえなければタネの活力を害することがある。

浸水法がタネにおよぼすキキメはおよそつぎのように

わけられる。

（1）吸水によるギキメ： 3.1.で説明したように針葉

樹のタネの吸水繕固はおよそ3つの段階にわけることが

でき，発禁床においてから1～2日間の第1段階にはじ

めのタネのオモサのおよそ30％にあたる水分を吸収す

る。そして･この位の水分を吸収したときはじめて細胞分

裂をはじめることがわかっている。苗畑にぢかにまきつ

けるとこの段階にたっする霞でにかなりの時間を要する

が，あらかじめ水につけることによってこの期間がふじ

かくされるものとおもわれる。第2段階での吸水はきわ

めてわずかなものであるから，ひとたび活動をはじめた

タネは苗畑にうつされてもひきつずき活動をつずけ，そ

の鋳菊などでよい水分条件がえられると容易に第3段階

にうつり，かなり短期間にそろって発芽することができ

るものとおもわれる。

②低温によるキサメ： タネにシメリケをあたえて

~

声

筆者・林試造林部・種子研究室
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響する。このように浸水法の効果は童きつけられる土じ

よう中の水分量によって左右されるものとおもわれる。

5.2．臓積法

この方法はしめった水ごけ，泥炭末，砂，おが屑など

と女ネをまぜるか，または層分けして十分な水分と適当

な醗素をあたえるようにして,低温や高温と側晶をくみ

あわせた条件に1カ月から数カ月におよぶ期間おいて休

眠をやぶるものである。この方法ほわがくにではあまり

ひろくもちいられていないが，外国ではかなり一般的に

つかわれているようである。

（層積の方法と篭意） 1昼夜浸水したタネをその容積

の1～3倍のしめった砂，酸性溌伏泥炭，水ゴケ，など

と均一にまぜるか，あるいは1～9cnlのタネの層と砂，

旋綻，水ゴケの層を交互につゑかさねて各層の間に布を

おいて，箱やオケー大がかりなときにはドラムカン

ーにいれる。処理している間にタネがかわかないよう

に容器腫は蓋をし，一方下にたまる余分な水にタネがつ

からないように，一番下の砂の層をあつくするか，また

は底に穴をあけて水ウケをおく。 タネが多量のときに

は,均一に処理するためにも通気をよくするためにも時

をかきまぜ，童た発熱したりかわきすぎるときは水を加

えてからつめかえる。雪中埋蔵のときも地際のタネが停

滞水につからないように注癒しなければならない。低温

層積法城冷蔵庫をつかうのが理想的であるが，寒冷地方

では土室をつかっても目的をたっすることができる。処

理によってタネの後熟がすす拳，かなり低い温度でも発

芽しはじめるものがあるから，予定期間のおわりごろに

は時をなかをしらべ，発芽しはじめたらできるだけ早く

まきつけるようにしなければならない。

5.2.1． 低温層積法： これは低温（普通1～10｡c)

だけで処理する方法で，温寒帯の野生掴吻のタネが野外

で冬をこす場合には，これとほとんどおな･じ条件におか

れる。タネがこういう条件におかれると4.1.2②章に

のべたような変化がタネのなかにおきるが，この現銅ま

誓通鍔蕊という言葉でよばれており，このあいだに胚の
〃

休眠がやぶれ，マツ類のあるものでは種皮の鶴戒的なツ

ヨサによる休眠もこのあいだにのぞかれると考えられて

いる。普通低温“』をするものも，休眠の程度によって

つぎのように2つの群にわけられる。

（1）低温処理をしなくても発芽するが，“理した方が

発茅勢がよくなりそろって発茅する。たとえばカラマツ

やトドマツのタネはこの群にはいり，胚の休眠はあった

としてもかなりあさいと思われるある。

（2）ある期間低温狸をしなければほとんど発芽でき

ないもので，こういうタネの胚はかなりふかく休眠して

いる。この群にはいるものにはハンテンポク，アメリカ
’

シオジなどがある。

低温拠鯉についてはすでにいくつかの研究があるが，

謂震”はトドマツ，カラマツ，ストローブマツのタネを

50日間処理して発芽勢をいちじるしくよくし，井草85)は

ヒノキ，スギ，アカマツ，カラマツのタネについて発芽

促進の効果をえている。

低温拠鯉を自然を利用しておこなうために憾秋まきを

すればよいが,冬の間雪があるところでは，これを利用

してずつと効果的に自然を利用できる。この方法は普通

雪中埋蔵法とよばれわがくにの多雪地方ではかなりひろ

くつかわれている。この方法についてはトドマツ，エゾ

マツ，ダケカンバのタネをつかった研究が報告されてい

る””。

最近農誇面でヤロピということがさかんに応用され

てきたが，これはヤ戸ビザーチヤ（ロシヤ語でヤロポー

イー春まきの一に由来している）の略で‘‘春まき性にす

る'，というこ‘とである。林木のタネの低温処理がヤロビ

の一種とぶなされるかどうかについて，香山鋤はヤロピ

鍵象の応用の舞台が林木のタネの発芽偲僅および幼苗の

成長促進の分野にあるとおもわれることをのべ，一例と

して発芽促進に効果があらわれた結果をしめしている。

しかしヤロビと赫木のタネの低温災鯉とはその方法はお

なじでも，前者はむしろ開糊瞳隆を目的にしており，後

者は後熟をうながして発芽を錨崖することを目的として

いる。さらにヤロピは普通1，2年生椴吻を対象にして

おり，低温によるばかりでなく高温による方法もある。

またタネの低温拠鯉が苗木の成長におよぼす影響もしら

べられているが，これが発芽が偲僅された結果成長期間

がながくなったためか，低温にあったことによる効果か

あきらかにされていない。しかし，いずれにしても低温

如狸によって苗木の成長がよくなることはあきらかであ

るから，それぞれの職種に最適の女唾温度，期間をしら

べて低温処理をおこなうことをすすめたい。

さらに低温"鯉されたﾀﾈを輸送できるかどうかの問
題も謂凄によって検討され，処理されたタネを乾燥して

たくわえても処理の効果がある程度もちつずけらW測るこ

とがわかり，この“坊法を実施するうえに有利である。

5.2.2． クミアワセ厨積法： 晩夏また憾秋はやくみ

のってオヤ木からおちるようなタネは，冬をむかえるま

えにしばらく暖い天候にさらされる。こういうタネを人

為的に発芽促進するときには，低温災鰹するまえにある

期間高温（20～30｡C)におくことが必要であるらしい。

このように一つ以上の温度でおこなう処理法を高温低

温“法またはクミアワセ層積法というが，ある職鍾の

タネは単なる低温拠竪ではキキメがなくこのクミアワセ

層積法をもちいなければ発芽しない。こういうタネのあ

一

△一

▲
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柳沢・浅川：林木のタネの休眠と発芽促進(2)

るものでは，はじめの高猛期に種皮の抵抗がのぞかれた

のちに低温で胚の休眠がやぶられるとかんがえられてい

る”。さらにこれまで低温処理が効果があるといわれて

いたタネについても， クミアワセ層積法をもちいたほ，

うがずっといちじるしい効果がもたらされるかもしれな

い。クミアワセ層積法を必要とするタネの例は広葉樹で

おおくしられているが，最近チヨウセンマツ'8)，ヒメコ

マツ（キタゴヨウ)3ﾖ）のタネにもすぐれたキキメがある

ことがあきらかにされた。クミアワセ層積法で発芽が促

進されるヤチダモのタネは，ミカケが象のっているよう

にみえる秋おそくとったものでも胚がまだ-f分にのびて

いないが， この胚が高温層穣(25｡C)のあいだにゆっ

くり戊良をつずける。 この胚がある程度成長したとき

（およそ3カ月）に低温層積(2｡C)にうつし，およそ
3カ月して変温(8｡Cと25｡C)条件の発芽床にうつす

とよく発芽する鋤')c

5．3． 土中埋蔵法

これはタネを砂などと童ぜて土中にうめることにより

発芽を促進するもので，苗畑などで実際におこなうのに

簡便なためにかなりふるくからひろくもちいられてき

た。普通にこの方法がつかわれるのはヤチダモ”，ヤマ

モモ59鋤，チヨウセンマツ鋤43)などであるが，これらの

タネの休眠の性質はかならずしもおなじではなく，した

がって土中埋蔵法の効果ばかなり慈雛なものである。し

かし一般的には自然を利用した層濯鑑とかんがえられて

いる。ただこの方法がおこなわれる地方，タネがうめら

れる場脈時期，深さなどによって効果がいろいろであ

る。この効果を左首するのは水分，温度，土じよう中の

微鐵"などで，種皮の性質や胚の休眠に認'をあたえる

ばかりでなく，種皮や果皮にふくまれている発芽阻害物

質の作用をなくなすことなども考えられる。また雪どけ

がおそくてまきつけ鰯靭がおくれる地方では，スギやカ

ラマツのタネも土中埋蔵をこころぷ，これによって成育

期間を鈴銀にすることができることが報告されてい

る鋤”71)。

この場合にも峰期間のおわりごろすなわち春さきに

地温があがってくると地中で発芽しはじめるから注意す

る必要がある。また停滞水がタネにつからないように排

水のよいところをえらび，ネズミの食害にかかりそうな

タネは金網で底をはった箱にいれて金蝿の蓋をする。

5.4． イシダネの発芽促進法

4．12．にのべたように，種皮は水をとおさない性使，

ナカミがひろがるのをさ蓑たけ全ている浬質，ガス麺奨を

さまたげる性質などによってタネの,休眠に一役をかつて

いる。こういう種皮の性質をよわくしたり，なくなした

りするために，湯熱湯拠鯉，硫酸“2，キズツケ，など

の方法がもちいられている。しかじ，こういう方法のほ

とんどはタネのナカミには有害なものであるから，雲

につかうときは十分な注意が必要である。ことに普通に

これらの方法がつかわれているいわゆるイシダネをふく

むタネは，イシダネのふくまれている割合，種皮のカタ

サの程度が，オヤ木の遣伝的な性質，成熟度，調製や貯

蔵の方法などによってちがっているものであるから，.あ

らかじめタネの外観,切断法,浸水法などでイシダネの割

合をしらべてから処狸をおこなうようにする。たとえば

ネムノキのタネについて，上鍾1.2の塩水で達調ﾘすると

しずんだタネは大部分がイシダネで，ういたタネはほと

んどイシダネをふくんでいないことがし･られている鋤。

イシダネの発芽(晒筐についてはおおくの研究がある

が，ここではハゼノキの例について，硫酸拠醒によって

果皮の性質がどのようにかえられるかを説明する4り卿)2'）

鋤。ハゼノキのタネは4層からなるかたい果皮をもって

いてなかなか吸水がはじまらないが，硫酸で処理すると

果皮が侵蝕されてかなりたやすく吸水するようになる。

硫酸が果皮をおかすハヤサはかなりはやく，90％'の硫

酸は6時間後に果皮の第4層をつらぬいて子葉にたっし

た。しかし，このハヤサはそれぞれのタネでいちじるし

くまちまちであった。95％の擁護で処理したタネを発

芽試験した結果，1～4時間処理がよく，それ以上時間
をかけると害があらわれた。こういうわけで，耐酸の濃

度（湯熱湯処理のときば温度）とつける時間とが十分検

討されなければならない。

耐駿は劇薬で衣服や金属をおかすから十分注意して取

扱わなければならない。また碗駿をうすめるには水に少

しずつ硫酸を加えるが，それでもかなり温度があがるか

ら十分にひえてからつかうようにする。

5.5． 化学的および物理的刺戟法

化学的な方法としては，いろいろな薬品で発芽を侭堂

しようとする試票がこれまでに数多くおこなわれてき

た。たとえばウスプルン74'7‘》， チランチンなどの殺菌

剤，各種の成長ホルモン，チオ尿素，硝酸カリ，エチレ
ンクロールヒドリンなどがもちいられたが，事業的にと

りいれることをすすめられるほどキキメのあるものば，

わがくにのタネではないようである。

物理的な方法としては， タネに電流を通じたり,X

線・遜筑識などをタネにあてたりする方法がこころみら
れたことはあるが，これらのなかにもとりあげるほどの

ものはないようである。

6． おもな樹種の発芽促進法

澗業につかわれるおもな繊重のタネの休腱型および発
芽促進法をいろいろの文献をもとにして一覧表にした。

いろいろな発芽促進法のあるものは，そのう､らのよさそ
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柳沢・浅川：林木のタネの休眠と発芽促進②

おもな林木のダネの発芽促進法一覧表
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柳沢・浅川：林木のタネの休眠と発芽促進(2)

－つ

発 芽 促 進

鶴鋤釧::鰯5分間冷水にうつす。
｜促進法の出所法

｜總鬮，小沢”
種 名1体眠型

ﾓﾘｼﾏｱｶｼﾔ|勢懲る休眠

蒸 ‘…
シンジユ

オ リ ーブ
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ナンキンノ、ゼ

ウ ル シ|霧懲る休鵬騨蕊燃騒舟腱欝'縦竪瀞を鱗いた典ﾈで|綿額…
天ゼノキ|霧騨る休眠 ｜畑野蝿）(ろう分を除いたタネで行う）|濃硫酸].～4時間処理

i5～20分間。漕砥温拠窪15W.S.M. より推
鶴臘胚によ扇2鴎鞠巽:蟹

濃硫酸処理シナノ キ
定～5｡C4～5カ月1

|霧謡胚の未熟と種皮に牒韻協議耗駕:P詫驚胃埋蔵よる休眠
ヤチダ．モ

註1.W.S.M.iXWoody･PlantSeedManual.67)をしめす
註2．低温哩はいずれもシメリケをあたえておこなう

~

2）畑野健一；日林誌33，426～430, 1951.
3）柳沢聡雌・川西利義：北臓勤*業試験場箕熱69,

7～15, ］951.

4）郷正士：日林誌34,3, 1952．‐

5）浅川熾参：未発表

6）塵鰐大七郎．郷正士？東大演報46，159～168,
1954.

7）小山光男：日林誌9侶)，41，］927.

8）田添元：北澗諜会報32(6), 4r-,10, 1934.
9）:認冬川正男・古川忠：日林誌35，382～384,

1953.

10)ﾉj蝿謙二：同上36, 89～92, 1954.
11）戸田良吉．石川広隆：同上，34,250, 1952.
12）橋本信霊．蓉嘱依久子・石川Z餓腱：日林誌36，

63～65, 1954.

13）長谷川正男．古川忠：日刺誌37，6ﾍﾉ7, 1955
14)右田一雄．川名明：同上37，1～5, 1955.
15)小沢準二郎：昭27林試札麦湯研究発表会識演集

22～28,1953.

16）一：同上1JZ~'21, 1953.
Ⅳ）浅川織参：日林誌37,L~'5, 1955.
18） ：同上37，127～132, 1955.
19）畑野健一：同上34，369～370,1952.

20）浅川織参:未発表．

21)"l章：東大演報44, 7～13, 1953.
22）金沢安栄：未雍菱

23）浅川澄彦：未発表

24）小山光男：林試報22，1～29, 1922.

25）浅ﾉI燈彦：日林誌36，153～159, 1954.

26）石川茂雄：未罐菱

27)Rudolf,P"O.:Jour・For.48(1), 31～32" 1950

うなものを選んで記した。また全然刑擁されていないも

のは発茅の性質がにているとおもわれるものとくらべあ

わせて，適当と思われる拠璽法を推定によってかかげ

た。休眠型についても同様である。

この表をつかうにあたって，まえにも述べたように没

ネの休眠の状態はそのタネの潤薩ごとにちがっているか

ら，これらの標準で大体のけんとうをつけて，とくに硫

酸や湯熱湯処理法によるときは，あらかじめ少量につい

て試験してぷて最適のものをきめてから行ってほしい。

適当な方法がわからないタネは普通土中埋演袋によっ

て春まきすれば安全である。

7．おわりに

林木のタネの発芽のシクミにはすでに述べたようにま

だわからない数多くのナゾがのこされている。それでい

きおい現在までに行われている発芽促進法にしても，経

騒紬に行われてきた方法をすこしでも合理的に実行され

るよう改善されてきた。しかし最近タネの休眠の蔚隠に

しる少しづづであるが， いろいろなナゾがとかれてき

て，それにもとづいた発芽促進法が行われるようになっ

た。これらの発芽促進法朧養苗の諸操作，特にまき付床

の立枯病防除の励行,または適正なまき術騨の決定,そ
の他苗床の潅水設備の完備などと平行してはじめて，養

苗ﾛ職の向上が計れるのであって，集灼な養成法がとら

れてはじあてその真価を癖できるだろう。そして鐙近

の育恋震罵業の進歩とともに一粒一粒が貴重なエリ－1､の

タネの場合には，それをむだなく健全にそだてあげるこ

とが切実な要求となるであろう。そのためにも蓑き付前

のタネの前敗哩浬のよしあしが成績を支配する要因となる

から充分な関心をもつことが必要である。
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最近のものをのぞいて，外国の耐薙果のほとんどの

ものは文献（66)，（73）から引用していることをつけく

わえます。
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治山担当者の難威
2

福森友久
(30.9.6受理〕

そのような虞のある溪流では，袖部の溢流を避け春た

め設計者はこのことも断面を大きく修正する因子とする

ことでしょう。

このほか経験深い設計者は更にいくつかの因子を考慮

して修正を加えることでしょう⑨

修正因子が多ければ多いほど設計数字は舞美に近づい

てきます。

このように，公式により導かれた計弊数字がいくつか

の資蝋と設計者の経験による勘にもとづいて修正され，
誘汁者の理想が最終には謡汁数字として採用されるわけ

です。

また，別な場合としては，放水路断面が，現地の古老

の言からまたは，現地の野溪の，両岸の洗れの痕跡など

から最大洪水量を想定して決定されることがあります。

この場合には公式により計算された数字は，その決定

が妥当であったかどうかを判定する資料として使われま

す。

このいずれの場合にも公式により計算された数字は重

要ではある力輪読を与えるものではなく，結論を与える

ものは設計者の経験であり勘であります。したがって，

資料は同一であっても，設計者の経験の深浅によって，

決定される数字は異なってあらわれてき寮す。

しかるに治山担当員は公式より導かれた結果を機械的

に応用しがちで，経験による勘を比較的軽視している傾

向があるのではないでしょうか。公式により計算された

数字は，公式はある限られた条件の場合にの象しか適用

されないものであることを忘れ，条件の違っている各現

場迄一律に適用している例をあまりにも多く見うけるか

らです。

土石の礎んに流送されている大きな澗鵬断面を有する

野溪に，計算上導かれた流水量だけを対象とした非轍に

小さな放水路断面をもつ漉是の例などは住を見うけられ
るところです。

これは公式のもつ謹朱が充分理解されないことにより

ます。

私達治山担当者は公式を正しく現解して応用すること

が必要です。

そして，その公式のたらざる部分を経験をもとにした

勘を大いに働かして補うことが肝要です。

4．治山エ事は公式と経験によって

治山工事に関しては，古くから研究や実験がおこなわ

れており，その設計の基礎になる多くの公式や実験式が

発表されている。

しかし，これらはいずれもある仮定のもとに成り立っ

ており，ある限られた条件の場合にしか遥朔されない。

治山工事の現場ほ,現場ごとに条傑が異なっており,私

達が設計に当って，これらの式を用いる場合は蝿池との

適合性ということにまず考慮を払わなければならない。

いくつかある式のうち最も適合していると思われる式

を選んだとしても，現場と完全に一致するということが

ない以上，式によって計算上導かれた結果を，そのまま

設計に採用するというわけにはいかない。

したがってその数字を基礎として，現場に適合するよ

うに自分の経験にもとづいて修正しなければならない。

経験の浅い設計者ば，数少くない因子により修正し，

経験の深い設計者は豊富な多角的な因子にもとづき修正

するでしょう。設計書にはこの修正された数字が記載さ

れることとなります。

また，ある場合にはこの計算された数字は各種の経験

的資料から抽出された結論に対し，確信を与え，その裏

付けとする資料に用られます。

たとえば堰堤放水路の断面計算のさい用いられる公式

や実験式には数種類あります。

この内治山工事で普通に採用されている式を使った場

合,.それによって計算された数字はそのままでば使うこ

とはできません。その式は流水だけを対象としているか

らです。

、現実の治山工事を必要とするような野溪では流水中相

当量の土石が含まれて鐙り，豪雨のさいには特に含有量

の多くなることが想像され茨す。

設計者はまず土石含有量という因子を考慮して流量を

定め断面を大きく修正款ることでしょう。土石が含有す

れば流速が減じます。つぎにこの因子によって設計者は

断面をさらに大きく修正するでしょう。

また，土石の流送のはげしい野溪では，放水路の一部

または全部が土石で往々閉そくされることがあります。
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現在の治山工事では，山腹.雲は勿論のこと溪間工事

でも力学的な計算津できず，したがって理論的な取り扱

いができない工法が非常に多く採用されています。

このことは治山技術を遅らせている最大の原因でしょ

うが，治山工事の内容は非謄に複雑でかつ変化に富むた

め，普遍的に応用しうる公式を導き出すことば容易に望

珍ないことで，このことは治山事業の宿命とも考えられ

るものです。

した添って設計者の実行上の経験にもとづく勘を働か

せねばならぬ範囲が非常に広くあるわけです。

このように現下の治山工事では直接利用できる憂式や

経験的参考噸項があ寮りにも不足していますので，この

乏しい資料で設計する担当者は自分の設計した工作物に

自信のもてないことが住をあるのではないでしょうか，

この場合設計者は失敗をおそれるあまり，安全率を過大

にとりがちとなります。このことは経済的には実に不得

策なことです。

このための基磯釣研究は研究者の努力にまつこととし

て，治山担当者は自分の経験を自分一人の経験としてお

わらせず広く周知させる必要があります。

経験による盗)惨tが現下の治山工事の設計基準の基幹と
なっているからです。

我念の治山工事の1つ1つがすなわち研究であり，試

験であるとの心がまえで工事を記録し，経験の積重ねを

工事実行上守るべき1つの規則にまで確立する必要があ

ります。

この意味において，治山担当者こそ技術の推進の責任

者であります，工事の実行とその後の経過を記録する，

永久に保存する治山台帳はこの点を重視して早急に整備

されなければならないと考えるものであります。

5．現状の治山事業は売薬治療的な実行

杜撰な計画程社会的浪費を招くものではないといわれ

まず、

計画上に欠陥がある場合は効果があがらないばかり

か，時には逆効果さえもたらすことがあります。

現在まで治山工事は果して合理的な計画のもとに実行

されてきたでしょうか。

合理的な計画をたてるためには正確な炎料が必要で

す。しかし目下のところ，計画上の基礎となる質料はま

だどれも充分であるとは思えません。

また,施行対象地に対する調査も全国的規摸で度々行
われはしましたが，これらはいずれも予算璽得上の資料

としての意味はあっても，技術的な価値はそれ程高いも
のでばなかったように思われます。

水害の都度，事業費の拡大はさけばれても，調査研究

菱についてはあまりその声は聞かれないようです。

勿論，治山治水対策協議会など力穀けられ水に関する

調査を重要課題としてとりあげてはいますが，予算面で
は一向に願ふられないのが現状です。

治山事業に関する基礎的研究は称業試験場が担当して

おります。

「山崩防止及び土砂崩壊防備林に関する研究｣，「侵蝕防

止及び土砂流出防備林に関する研究｣，「荒廃地造林に関

する研究｣，「森林理水に関する研究｣，「水害防備林に関

する研究｣,｢森林の気候に関する研究｣,｢水源酒養試験｣，

「はげ山緑化試験」などの研究がおこなわれてはいます

が，これらの試験費の総額は昭和30年産では治山事業

蕊の0．01％にしか相当しておりません。

アメリカでは普通,事業を実行する場合は2％程度

の経費を試験研究費に没ずるといわれております。

これに比較した場合日本政府の基礎研究に対する認識

は著しく低いものといわざるを得ません。

治山事業の基礎研究はその成果を得るには長い期間を

要すると思われるものが多いようです。それだけに，日

も早く研究に着手し問題が解決されることが必要です。

解決されるまでは単に総験だけを基とせざるを得ませ
ん。経験は重要ではありますが科学的な蕊付けがなく，

人だけのものにとどまり，広く応用するわけに朧いき童

せん。

明治39年から45年にわたっておこなわれた「有林

地と無林地における水源潤鎚叱鍛験｣,明治43年の大

水害をけい機ととして設けられた39カ所の森林測傭折

によっておこなわれた「上溺〈位と下流水位との関係に

ついての研究｣，「山地と流出量との関係の研究」などは

その点，先覚渚の見透しには鋤Rするものがあります，

なお，「森林と流出鐘に関する刷究」については東大

瀬戸演習林では大正'5年からまた,岡山泉高島,山県
県釜淵，群馬県宝川では昭和12年から，それに北海道

上川でも現在に至る霞で経続して観測がおこなわれてお

り，その愛重な資料幟治山計画樹立に与えた影響には大

きいものがあります。

治山事業に関する研究はまだ緒についたばかりで，今

後解決を要する問題が山減しております。それをひとつ

ひとつ解きほぐしてゆくことは重要な，しかも急がれる

佳事であります。

治山事業に画期的な進歩を望むとすれば，迂遠のよう

でも試験研究機関の拡充こそ最も必要なことで朧ないで

しょうか。

調査についても，総合的な事業の先行調査を行うに
は；人員と時間と経喪に制約され,従来は，施行地の局

部だけを対象とした調査にとどまりがちだったのではな

いでしょうか。全読或にわたり一貫した治山計画が確立

され年年の工事はその全体計画の一部として茄垳される

ことが望ましいことはあまりにも明瞭なことです。

この調査は,地質洋，地形学，気象学，水理学，土木

学，林学の総合で，地質学のための地質鯛査，気象学の

ための気象調査ではなく，あくまで治山計画につながる

調査として結集されねばなりません。土石がどこで，い

つ，どのように生産され，どのように瀞麩されて，被害

を与えるかについての調査方法がまず確立されることが
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必要です。

この調査にもとづき治山計画がたてらるべきですが，

流域全部を同じ精度で計画する必要はありません。

全流域の実態を把握して精密計画は当面の5カ年分程

度にすべきでしょう。

現在の組織，機構ではこの程度の調査計画を全国的規

模で行うためには事業実行は当面必要な最小限度にとど

めるかある､,わ，一時，停止しなければならないでしょ

う。

’ 2年乃至3年間たとえ事業を惇止しだとしても，それ

による損失を補ってあまりある効果が期待され黄す。

貧乏でその日の糧に困る人が，自分の病気の病因が多

岐で深刻であり，病院で総合診察をうければ，ス院しな

ければならない病状であることを知りつつも生活におわ

れるあまり，売薬で1時的に糊塗しながら，次第に病状

を募らせているの極日本の水害対策に対する現状があま

りにも似ている感じがします。

水害がおきると，当面の被害だけに目をうばわれ復旧

だけに大騒ぎをして，根本になる蕊料の整備を行わず，

事業の成果をあげ得ないでいるのが現状ではないでしょ

うか。

せめて研究と調査を重視するウエーイI､だけでもアメ

リカ並に引上げたいものです。

6． 画一的な施行の排除

治山工事で最も避けなければな.らぬことは画一的な施

行をすることでしょう。

画一的な施行により，ある場合には必要以上に高い安

全率をもつ不経済な工事となり，ある場合には髪全を欠

く危険な工事ともなるからですも

治山現場の立地条件はそれぞれ異なっており同一現場

でも廓硝勺には著しく相違があります｡造林では適地，
適木ということがいわれますが，治山事業でも各現場に

応じ，局所に適応した工法がそれぞれ採用されなければ

なりません。

小支溪に築設される堰堤と，本流に築設される堰堤で

は多くの場合,荷重条件力;異なっております。それが，

そのいずれの場合にも，静水圧をﾀV］とする安定計算で
画一に行われてい為のが現状です。

流水の少くない小麦漢に築設される谷止堰堤工や，溪

床中にほとんど堰体を埋設する床固堰堤工，またほ，堰

体に直接衝撃をうけることなく，除含に背後に土砂が堆

積して，外力が水圧から土庄に次第に変化していく堰堤

工の場合などでは，外力として静水圧を考慮するだけで

充分で，堆砂街3極めて安定な状態となりますが，水表

が空虚で，土石を含んだ動水が撃突する虞のある溪流で

はきわめて危険な状態となります。

堰堤の荷重条件は堆砂の進行過程と関係が深く，非附

に複雑で薙たぁ結論が示されていない現I先ですが，往時

のように，小支溪の小規模な堰堤を主とした時代には，

静水圧のみを荷重と考えて充分であった安定計算も，近

年のように,治山事業の堰堤がり本流に築設されることが

多くなり，その規模も大きさを加えてきているので慣行

の画一的な設計条件では不充分で，これに対し新しい条

件を加味することの必要な段階のように考えられます。

なお，同一堰堤工であっても，袖部,水通部,基礎部な

どと，その部分によりそれぞれ荷重条件も異なるので，

その部分に応じゴンクリー1､配合比を変更するなどの施

工により耐強性に*鯉ある施行ということも考慮さるべ

きでしょう。

また，山腹工事1こついても，はげ山と崩壊地が同一設
計内容と仕穣書で取扱われている例も往灸見うけられる

ところです｡・

工事対象地の成因と自然的条件を詳細に調査L,いか

なる原因で崩壊し，どのような状態を呈しているかを見

きわめることが必要です。崩壊地の状態力顎似していて

もその成因により対策は異なるからです。

豪雨による雨裂のための崩壊鼬，地下水の湧水による

崩壊地，山脚の浸蝕による崩壊地，乱伐による禿赫地な

ど,成因が明かにされることによりそれに応じた工法も
おのずから異なってきます。

また，1箇所の崩壊についても，山頂から下腹部まで

一定の角度で法切りされ，全区域が工種配置，植栽とも

画一的に行われていることもありますが，これらについ

ても， たとえば山腹上部は地山部で表土も固結してお

り，法切土の堆讃する下腹部よりは急勾配で安定すると

考えられるので，法切は山腹上部を急勾配にして，山脚

に向うに従い鮒紘緩勾配となるように施行し，各江種配

溌は表土の安定礎に応じ，植生ば山腹上部で侭表土は浅

Kて，風ゆれによる崩壊の虞もあるので，草本と潅木，
中腹部には潅木と喬木，下腹部の表土層の深い緩斜地に

は深根性の喬木を選定し，植栽密度は上部に密に，下部

に疎に，施肥錨ま上部に多く下部に少なくするなど，局

所局所に塒剃な考慮が払わるべきでしょう・

材料についても，現場での採集が可能であると否とに

かかわらず一律的に使用されていることがあり堂す。

コンクリート使用が安価と思われるのに他の現場と同
一に練石職工に設計して遠方からわざわざ石を運んだ

り，その逆に積石が現場で採集ができ，安価であるにも
かかわらずコンクリー1､設計をしたりすることは避ける

べきでしょう。また，自然的条件が同一であっても，施
設の重要度により安全率をそれぞれ異にすることも必要
ではないでしょうか。人家に近い処に築設される堰堤

と，水源近く築設される堪堤では施設の程度が異なって
もよいと思われます。

これらの例のように細部にわたり局部的条件に応じた

施行をするには，設計のさい，あるいは工事実行中細心
の注意力をもって，現場現場の局部自鋳目違点を見出し，
施行対象をできる限り細分する必甕があります。

自然的条件成因，施設の重要度が細分するさいの因
子と考えられますが，この因子が更につけ加えられ,細
分化が進ふそれぞれに応じた対策が構ぜられてはじあて
治山事業の合理化力錐むものと考えられます。

垂

望
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主として保安上から取締を行う。

明治25年○臨時総選挙を執行する旨の詔書下る。

（1892） 軍事饗削減に鋤皐議会解散され，総選挙とな

一口一参●■■一‐ F-p壱'一一一ーー｡ｰや

林業技術の

発展過程

るや，選挙干渉は品川内相・白根次官を中心

として，地方長官に命令を下し全国一斉に行

わる。ために各地に放火・暴動が頻発し，此

の綣果緊急勅令を公布するに至った。而し選

挙繪果は民党163．吏党137にて野党の勝利

に帰す。

○鷲感墜楽を首領として立憲中正党を組織。

竜頭蛇尾に終ったが，貴族院に於ける政党の

聴矢であり，叉最後である。

○大岡育造等70余名を以て，国民協会なる一

党を組織。

政府の庇護を得て議席を獲得した「選挙干渉

の私生児」を以て組織す。而し実権は品川内

相自ら握る。

○条約改正調査委員会設置。

○民法･商法施行延期公布。

○鉱業条例実施。

日本坑法を廃止。中央製錬所の出現と共に産

出量増大す。

○鉄道布設法を制定。

○鉄道布設法に依る鉄道会議開催。

初代議長jil上操六の下に児玉源太郎.谷干城

等があり，鉄道の指導原理を軍事作戦上より

割出す。此の勢力は39年国有断行迄続く。

○土木会議規則を制定。

○鉄道会議規則を制定。

○第3帝国磯会招集。

蛍族院の選挙干渉匡正案及衆議員の内閣不信

任案可決によって，政府は7日間の停会を命

ず°予算審議権で貴衆両院衝突し，勅裁を仰

ぐに至る。

○伊藤博文第2次内閣を組織。

松方は泣錨史上に一大汚点を印して崩壊し，

又々薩州に代って長州の閥族内閣が出現す。

○伊藤内閣の超然主義の露骨化。

そのために反政府の気勢大いに昂り， 民党

160余名に対し，吏党ﾕ10余名で，中立20名

を合せても130余名に過ぎず,到底議会を左
右する力はなかった。

つ第4帝国議会招集。，

内閣弾劾上奏案を提出。m3対181票で可決

せるも，政府は解散も辞職も行わず。

（7）

石川利治
(30.6.13詩翌里）

P
一口＝ ロー一 ‐。－~ 一一ー圏レーー 一一一・一全■~

明治24年○第一次松方内閣成立。

（1891） 山県は公約の行政整理と，経費節減の実行不

可能なることを知り，条約改正実行難を口実

に逃避す。

○皇室会計法を制定。

会計年度を暦年に改む･

○大津に於て巡査津田三蔵が露国皇太子の殺害

を企図す。

明治天皇親しく露国皇太子を見舞う。司法官

は一切の干渉を廃して普通の謀殺未遂罪と判

決し，司法権の独立を保持し，裁判の神聖を

守る。

○大津事件のため内相西郷は引黄辞職し，品川

弥二郎内相に任ぜらる。品川は極端な神権主

義万能論者で，議会や政党を以て国家を害す

るものの如き僻見を固持し，民党を粉砕しよ

うと考へ，地方長官をして臣従の礼をとらし

む。

○中江篤介は板垣を説き政敵大隈を早稲田に訪

問させ，自由・改進両党合流に成功す。

板・隈の会見を政府は興奮激昂して大隈を諭

旨免官す。このため却って民党を刺戟し，其

の意気は益を昂つた。

○第2帝国議会を招集。

民党の振伐を目的どした予定の如く政府は

12月25日議会を解散す。

○明治33年国会開設に依って決定された24年

度の予算は，歳出・歳入共7,700万円。

政府の提出予算案は8,300万円で，当時とし

てば思いきった修正であった。

○度量衡法を制定。

○信用組合法案を第2議会に提出。

解散のため不成立となったが，実際上信用組

合は各地に設立さる･

○警視庁電気営業取締規則を公布。

全

一

〆

9

~
･

睦二

明治26年○第2次伊藤内閣弾劾上奏案可決に関し詔勅下

（1893） る。

政府は御内諾金の下附及文武官俸給の一部献筆者・林野庁調査課林業発達史調査室
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石川：林業技術の発展過程（7ノ

納を製艦菱に充てる公約を議会に致し，予算

は妥協可決す。

○文官俸給10分の1製艦費填充の詔下る。

○第5磯会召集と民蝋の中堅自由党の蝿的態

度。

民間の反政府空気は条約改正問題を中心とし

て，愈炎溌厚となったが，自由党は旗幟を鮮

明にすることが出来ず窮境に立つに至る。

○星議長を取引所問題で除名。

出席議員3分の2以上の大多数を以て，星の

除名を決議し院外に放逐す。

○星弾劾の勢に乗じ官紀振粛問題が起る。

後藤象二郎以下醜聞ある官史の弾劾に鉾先が

向く。

○条約励行建議案を提出上程するや議会は加日

間の停会を命ぜらる°

○取引所条例を制定。

各地に株式取引所が設立され日清・日露戦役

を経て市場取引高箸増す。

○貯蓄銀行法実施。

○銀行条例及貯蓄銀行条例施行。

、国立銀行は営業満期と共に解散合併せるもの

を除いては，普通銀行として営業することと

す。

O貨幣制度調査会規則を公布。

委員の多数は幣制改革を必要とし，叉金本位

制採用を主張す。

○新取引法及同施行規則を公布。

組織に付ては株式及会員組織の双方を認む･

○商法中商事会社･手形･破産の部が修正さる。

例臘ば干渉偏頗の非違なからしむる二とに努

む･そのため公平に行われた。

○総選挙は特に政治団体の取締に重点を於いて

行わる。

選挙結果妹自由120・改進60．国民協会35

・同志倶楽部18．大日本協会9．無所属34．

○第6議会が召集されたが，政府不信任案は

252対]rの多数を以て通過す。

○伊燕内閣再度解散を奏請。

前回の解散の非難に鑑み，官報を以て解散奏

請の文書を公表す。

○高等学校令を制定。

高等中学を廃して，大学の予備教育機関と

す。

○清国に宣戦の詔勅布告。

朝鮮に東学党の謡(起り（4月),清国は兵を朝

鮮に送ったので，日本政府は天津条約（明治

18年)に基き抗議したが，清国ほ言を左右に

す。7月25日日清軍艦の豊島沖海戦とな

り， 8月1日宣戦を布告す。

O軍事公債条例公布b

第1回軍事公債3千万円募集公示。

○第4回総選挙は日清開戦の後に平穏樫に行わ

る。

選挙繕果は，自由115”改進灯・革進40．

国民協会35．財政革新会4･中国進歩党4．

無所属55･

○日清戦争は豊島沖の海戦に始まり，戦費2億

円を支出す。

28年3月清国北洋艦隊の降伏によって終結

す。筒償金3,645万余円其他を得。

○朝鮮事件を引き起す。

駐韓公使三浦梧楼は大院君擁立の計画を樹

て，刺客を韓廷に間スさせ閥妃の殺害事件を

起す。国王は露国公使に赴いて内閣を移し，

日本の勢力駆逐を策す。

○日清戦腫備うるため第7議会は7日間の会期

を以て広島に召集。

臨時軍事費1億5千万円に対し，全会一致原

案を即決。国民の公債を宇内に表示す。

○第8回帝国議会召集。

i織りの議論もなく終了す。

O実業教育費国庫補助法芝発布。

井上文部大臣が其の奨励に力を注ぎ議会の協

賛を経て，年’5万円を補助し,各種実業学

校の発達を計る。

霊

＝ 明治27年○第2次伊藤内閣衆議院の解散を断行。

（1894） この非立憲的行動幟各方面の反感と憤撤を誘

発す。

○貴族院は伊藤の非立隷勺行動に対し，弾劾的

忠告を発す。

伊藤は忠告書が天皇に達した後閣議に諮り，

長文の復書を作り，貴族院有志に送って解散

理由の説明に代えた。

○貴族院有志ほ伊藤の復牒に服せず。

復牒に服す能わざるの理由を草し伊藤に送っ

たが，伊藤ほその答を再度繰り返さなかっ

た。

○農租後藤象二郎，榎本武陽に代る。

僅か金時計1個の収賄で議会の糺弾を受け篭
任す。

○第3回総選挙は3月1日執行する旨公布。

』
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石川：林業技術の発展過程（7）
－

捜鉾38,082,884鶴15志6片半。

○台湾征討。

○自由党は伊藤博文の政友会と合同し，名実全

く亡ぶ。

○日露・日秘・日丁・日伯通商航海条約相次い

で調印。

○高等女学校規程を制定。

女子教育の振興を期したが，戦後益点其の必

要を認め，32年高等女学校令を公布するに至

る。

明治29年○政府支持の立場にあった，国民協和会は戟鮮

（1896）事件を以て政府糺弾の決議案を提出。

○日英通商航海条約を調印。

○日韓攻守同盟条約を調印。

○日米通商航海条約を調印。

○日伊這商航海条約を調印。

明治28年○清国は講和使を1月31日広島に差違

（1895） 講和使張陰桓．郡反涼の全権委任状不備のた

め，日本政府は会見を拒絶し更に第2期作戦

計画に入る。

○威海衛占領，溝国北洋鐙隊降伏。

○第2期作戦計画を知った清国は，大いに驚

き，李鴻章（北洋大臣直隷総督）を全権講和

使に任じ来朝せしむ。

伊藤博文・陸奥宗光を全権大使に任命，両国

全権は3月10日下関に於て会見す。

○日本・清国間の和約の条件は4月17日成

立。

此の間兇漢李全権の左頬を傷け談判に多大の

障害を与う。

○平和克復の大詔を宣布。

4月20日批准を完了。

ユ．清国は朝鮮の独立・自主を承認し，

2．台湾・膨湖列島及遼東半島を日本に割謹

し，

3．軍費賠砿2億両(邦価3億円)を支払う。

4．沙市・重麗・蘇州・杭州市の開放を約し

た。

○露・藤・仏の3国干渉。

「貴国が遼東半島を永遠に領有するは，東洋

の平和に利あらず，宜しく消国にこれを還付

せられ，以て世界の平和に資せんことを望

む。」と提議して武力干渉を辞せざる態度を

示した。

5月6日日本政府は遂に3国の提議を受容れ

ることを3国に通牒す。此の間御前会議が度

度開かれたが収拾することが出来なかった。

○5月10日遼東還付の詔勅下る。

○大本営は広島より京都に移さる。

軍隊も続盈帰還したが，遼東返還の事は国民

をして悲憤儀慨せしめた。

○第9帝国議会召集。

外交失敗に関する政府弾劾上奏案を提出上程

し，尾崎行雄陣頭に立ち政府を撮僻したが，

103対170で遂に破る。

○日清戦役の償金を以て政府は金本位制を実施

の黄金に充てることに決定。

償金総額庫平銀23,150万テール，英国金貨

加日間の停会後110対]65を以て否決さ

る･

○進歩党結成。

野党合同を提唱する者があったが，ついに議

会中改進・革進・中国進歩・財政革進会．大

手ク.ラブ等は旧態を解き，大隈を党主として

進歩党を組織す。

○伊藤内閣崩壊。

板垣が内相として入閣後，所謂挙国一致内閣

を組織せんとしたが，失敗に帰す。

○松隈内閣成立。

松方は伊藤の故智に倣い，進歩党の支持を求

め連合内閣を組織す。

○松隈内閣は地方長官を東京に集過て，政綱を

発表。

これは進歩党提携の条件を骨子としたもの

で，極めて時局に適し「言論．出版．集会等

憲法上人民の享有すべき権利自由憾厚く尊重

し云々」と陳べた。

○第．]O帝国議会開会、

自由党は外交問題をもって政府にせまった

が，多少の曲折を見たのみで平穏に終了す。

筒製鑑賜金の御辞退及女武官の納付免除に関

する上奏が行われ直に嘉納さる･

○軍備拡張と増税。

陸軍は13師団の拡充，騎・砲の独立旅団の

新設を図り，海軍は66艦隊の充実案を計画

し，このため増税を以て充足す。国民大衆は

ただ戦勝に酔い「臥薪嘗胆」の笛におどらさ

れる。

C民法中澗U･物権･侭糧の3編は9議会に提
出通過。

民法は，富井政章・梅謙次郎・穂積陳重の3

名が主として調査立案す。

今．
｡一

年

一
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石川：称業技術の発展過程（7)

○資本主義・帝国主義・国家主義は戦後の日本

を経営する政治上･経済上の基調となる。

軍備・教育・産業及諸般の制度はこの基調の

上に立てられたが，第2次山県内閣に及んで

益な濃厚となり，ブルジョアジーの支配体制

は漸く根底づけられた。

○第1回租税の増徴及新税の設置。

3,300万円の歳入を得るため，登録税．営業

税を新設し，酒税を引き上げ，煙草の専売を

開始し，29年度予算を成立す。

○29年度の歳計は戦後の新経営のために,一般

会計.の承にて19,000万円に達す。

前年度に比し約2倍の増加となる。

○政府の専売事業は法律第35号葉煙草専売法

の制定に始まる（明31.1.1.より実施)。

当初は葉煙草の専売の承であったが，明治37

年3月煙草専売法を公布して，煙草の製造専

売を同年7月1日より実施す。

○農工銀行及日本勧業銀行法を発布。

農業政策は再職して，保謹主義政策をとり，

農工金融機関として日本勧業銀行・府県農工

銀行及北海道拓殖銀行髄に有価証券の取引

（i蝶振興）に関する幟I金融機関として，

日本興業銀行を設立す。

○農商工高等会議規則を公布。

○銀行合’罐を制定公布。

明治33年新商法制定と共に廃止。

○電気事業取締規則を制定。

○造船奨励法及航海奨励法を制定。

○佐渡・生野両鉱山払下規定を制定。 、

○八幡製鉄所設立。

八幡製鉄所官制公布，明治34年2月開業。

○拓殖務省設慨。

○営業税法公布。

○河川法公布。

○検浜生糸検査所設置。

○日独・日端・日白・日清・日仏・日薦各通商

航海条約調印。

○日本瑞西修好居住通商条約調印。

○日丁通商航海条約批准公布。

に，大隈はその職を辞す。

○第n帝国議会の召集と解散。 ・

12月24日召集し，翌25日不信任決議案を

提出するや，直に衆議院を解散す。

○松方内閣は悲惨なる最後を遂げて倒潰。

黄任を逃避して即日辞職する如きは，非立憲

的葡爆の極象であった。

○台湾総督府官制公布。

○国税定率法公布。

○国税徴収法制定。

○税収入の蕊遷。

地租3,700万円に対し，酒税3,100万円，

関税800万円と､なって，間接税が逆に直接税

を凌駕する傾向となった。

○関税定率法を制琵。

慶応2年（1866）当時の関税規則は不完全で

あったが，此の年迄継続施行さる･

○金本位の貨幣法制定公布。

第10帝国議会に貨幣法及其の他附属法案を

提出す。

○金本位制実施。

明治30年3月新貨幣法公布せらるるや，政

府は新金貨の鋳造に着手し，7,145万5,735

円を鋳造す。

○金本位制実施と共に正金銀行は，1円f噸及

地銀を政府の委託によって有利に処分す。

銀塊相場昂騰を期として，上海･香港方面の

銀不足に乗じ有利に売却。

○是迄の貨幣制度は名儀上金銀複本位制であっ

たが,事実は銀単本位制である。

金銀相場の比価が銀貨を使用する方が有利で

あったために，1円銀貨を中心として流通

し，同貨を本位貨幣とする銀本位制度であっ

た。

○政府ほ第10議会に産業組合法案を提出し，

信用組合の外購買・販売・生産・使用の各種

組合を認むることとす。

而し法案は貴族院の議決とならず不成立に終
った。

○日本勧業銀行開美

(1)50年以内の年賦俄還に依る不動産貸農工

侭券の引受②年賦俄還貸付金の総額の、分

之ユ迄は5年以内の定期償還貸付をなすこと

を得(3)府采市町村其の他法律を以て組織せ

る公共団体には，無抵当にて貸出をなすこと

を得ることとす。

垂

口

』
、

明治30年○英照皇太后崩御。

（1897） 御葬儀に関し，政府と宮内省と権限争を生

じ，遂に「二十六世紀」事件を惹起す。

○松方は進歩党と絶縁。

何等政綱の実現なく，ために閣内の統一を欠

き， 叉調達移民上陸問題等外交の責を口実
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石川：称業技術の発展過程（7）
－

樹立す。

○憲政党内閣の瓦解（10月)。

星の策動力勃を奏し，内閣不統一のため崩壊

す。進歩派は自由派の憲政党に対し，憲政木

党と称して一党を立つ。

○第2次山県内閣成立（11月)。

山県ほ政党内閣の否認を唱へ閥族官僚の桐上

であったから，其の官僚閥族を引具して内閣

を組織す。

○山県は政界に黄白を撒く。

増税で多年の懸案であった軍備拡張を解決す

るため，多分の黄白を政界に撒布し，或いは

議員の誘惑に努めた。

○民法施行法を制定。

○民法中親族・相続の後2編は第12議会を通

過す。

○保安条令を廃止。

○元帥府設置。

○3月ロシヤは旅順･大連を租借，列強諸国亦

清国に租借地を殼定し，4月日本も亦福建省

の不割譲を強要す。

○田畑地価修正法を公布。

戦後の地租欧正ほ財源を新たに求むるにあっ

たから，広汎な地租改正を行い，之によって

地租を増徴することとす。

○万国郵便条約を調印。

○日本亜爾然丁共和国修好通商航海条約調印。
○日暹修好通商航海条約調印。

○日仏日独追加条約調印。

× ×

．○神戸に手形交換所開設。

． 全国で3を数うるの承であったが，31年以降

増設さる。

G拓殖務省廃止。

○砂防法制定公布。

○砂防法施行鍵径制定。

○日閲通商航海条約批准公布。

○日興通商航海条約調印b

○日瑞修交通商条約調印。

明治31年○第3次伊藤内閣成立。

（1898）松方蛮勇内閣崩壊後伊藤内閣を組織す。農相

伊東己代治。伊東は板垣の自由党に好意を寄

せ3月15日の総選挙に臨む。

○農相伊東己代治第3次伊藤内閣を去る。

選挙前板垣内相入閣の口約を伊藤が履行しな

かつだため，自由党に対する情義と面目より

伊東は鍵帽を去り，代って金子堅太郎幾月に

着任す。

○第12議会召集。

進歩党は対ﾀ噸の立場上政府弾劾上奏案を提

出したが，少数の差で否決さる･叉政府提出

の増税案は241対270の多数を以て否決さ

れ，政府は窮境に陥入す。

○自由・進歩両党合流して憲政党を組織。

内閣の提出した増税案は両党提携の喫子とな

り，閥族官僚掃蕩せずんぱ已まざるの気勢を

示す。

○憲政党成立に依って，閥族官僚の徒，震骸し

て樹臘i会議を開き善後策を考究し，伊藤は三

策を提議し，奏文を閾下に捧呈して骸骨を乞

う。

○大隈・板垣の恋政党内閣成立｡．（6月）

6月25日伊藤は大隈.板垣の両人に推薦の

経緯を述べ，更に現下の事情は閥族官僚の小

範囲で国政を蓮断すべき時でないことを力説

して，両人の騒起を促した。大命は両人に降

り一時首相問題が懸念されたが，案外容易に

大隈に決定し，農相は大石正己。

○犬養毅の文相親任と憲政党内閣崩壊の近因。

尾崎文相の辞任，星享・江原素六の外相問題

等をめぐって，自由・進歩の確執は甚しくな

り崩壊の近因となる。

○星享の怪腕と憲政党の分裂。

明治29年以来アメリカに駐割していた星

は，憲政党内閣が成立するや直ちに帰朝し，

自由派を指揮して内閣破壊に着手し,帯涜を
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本会測量指導部次長頴川徳一氏はかねて病気療

養中のところ，薬石効なく遂に去る10月13日

I永眠致しました。
謹んで御通知申上ます。

昭和30年10月15日
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故頴川徳一氏と

北海道風害地域の

航室写真の撮影について

堀 正 之●

告別式と同じ日でありまして。偶然とはいえ誠に奇しき
因縁でありましょう。

日林協は昨年に次いで今年も航空写真測量の貴重なパ

イオニアの一人を失ったのであります。

頴川氏が日林協の測量指導部次長として迎えられたの

ば本年1月でありまずが，森林関係の技術者としての交
りは5年余りになります。

前次長の堀江友義君の後継者としてその人物，手腕を

買われて迎えられたのでありますが，氏の遺業となった

北海道国有林風害地域の撮影事業はあと旬日で撮影が完
了する迄に来ておりますが，この計画立案に当っては航

空会社と測量会社の実態の再検討や，これに従事する操

従士，機関士，撮影士等の銅|鍔の技向誌度や，その特

徴等の調査や，更にこれに使用する飛行機やカメラ等の

繊自チッエク等，頴川氏は誠に寝食を忘れて活動致しま

した。恐らく過労だったのでしょう。7月中旬頃よりゼ

ンソ‘クの犠なセキ込みがはげしくなり，ついに8月上旬

肺ガンと診断され日本赤十字病院に入院，その後ガン研

究所でコパルト療法を行ないま．したがその効なく，撮影

の完了を待たず，遂に他界してしまいました。入院中も

我たが見舞ったときではいつも撮影の話しぽかりしてお

りました。恐らく不治の病と知り，病床にあっても仕事

に徹していた熱意の程は鋤艮の外ありません。その心中

を推察して誠に苦しいものがあったのではないかと思い

寵す。

頴川氏は明治42年東京に生れ，昭和8年逓信省航空

局委託学生となって，航空機関科を専攻した航空エンヂ

ン関係のエキスパートで昭和'1年には中島飛fﾃ機で日

本に初めての全金属飛行機の試作に関係し，大東亜戦争

の末期には海軍航空本部関係員として特殊機（無尾翼ロ

かツト機）の生産担当者として活躍しました。

勇叉，終戦後は航空写真の日本の土地産業開発に効率的

利用を図るため，日本写真測量学会の設立に協力し同会

理事として測塗事業の発展に寄与し，あるいは写真澗睡

所監査役として測量事業の育成指導に協力されて来たの
でありますが，前述の様にその人がらと手腕を認められ

て測量指導部次長として本年1月迎えられたのでありま

す。我々は全くおしい人をなくしましたものです。

氏の遺業は日本林業の推進に航空写爽が役立つところ

必ずや記憶せられるでありましょう。，
只な同氏の裳福を祈るばりです。

● ●

大縮尺の航空写真を撮影し，これを日本の土地産業振

興のための諸調査に効率的に利用せしめるため，その統

一撮影の推進機関として日本林業技術協会が測量指導部

を設け，活動を開始してから3年有余になりますが，着

着その実績を高揚していることは衆知の事実でありま

す。今回の北減首風涛地域の撮影は林野庁が企画し日林
協胤瞳錐謹郷が全力をあげて設計し，併せてその撮影作

業朧理に従事しているものでありますが，これは今後に

おける統一撮影を林野部門として如何なる実施態勢をと

るべきかを決論づける重要な業務であり，これの成否が

統一撮影推進の見透しをつける関ヶ原と見倣されるもの

であり藍す。この重要な意義をもつ撮影の企画設計こそ

ば今回永眠された頴川さんが寝食を忘れて作られたもの

であり，氏の遺業となったこの撮影事業は現に極めて円

滑に進められているのであります。

この北緬菖風害則域の撮影を行うことになった端緒は

昨年5月の台風によって洞爺，支笏地区の国有林地区の

被害状況の早謝把握を主眼として行なわれたもので，こ

のたい日本林業技術協会はその地域約20万町歩撮影の

企画設計を行って実施する予定のところ同年9月の台風

により撮影機(青木航空）の遭難事故があり，林野庁佐

野技官，日林協堀江測量指導部次長その他の貴い蟻牲を

出してこの撮影は中止された，いわくつきの仕事であり

ます。しかも当時の9月台風による北海道森林の風害は

非常に激甚でしかもその区域が広大に亘つたために，そ

の被害状況を早期実態把握すべく，その撮影の的確なる

実施の必要にせきられ，約鵡0万町歩の統一撮影を企

画し，再度実施することになった訳であります。

この撮影はかつてない広面積であることと，地形的に

も気象的になかなか悪条件があるので撮影も極めて慎重

を要するものでありますが，この困難な仕事を頴川氏が

直接衝に当ったのjであります。頴川氏は，その設計を完

了し，その撮影班を現地札幌岳珠飛行場に送り出してか

ら間もなく，肺臓癌になり発病後僅か2カ月余り，去る

如月13日遂に永眠されました。

麻布霞町カトリック教会で行われたその告別式の加月

15日はあたかも前年青木航空機が遭難した殉職者合同

垂

Ⅱ

p

量

筆者・林野庁計画課

－35－

1



共に，常任委員は，本支部の業務を執行し，監査委

員は業務を監査する。

三幹事は本支部の事務を担当する。

第八条役員の任期は満二カ年とする。但し重任を妨け二

ない。

役員は任期満了後においても後任者が就任するまで

は，その職務を行うものとする。

補欠選挙により就任した役員は前任者の任期を継承す

る。

第四章会 議

第九条本亥部の会議ば委員会によって運営する。

第十条委員会は支部長がこれを招集する。

第十一条委員会は本支部の運営に関する事項について

一切の審儀決定を行う。

第五章会 員

第十二条本部に入会叉は退会しようとする場合は，そ

の旨本支部に申出なければならない。

第十三条本支部に属する会員が他の支部管内に転出す

る場合はその旨本支部に届出なければならない。
戸

第十四条他支部に属する会員が本支部管内に転入した

ときは，その旨本支部に申出て直ちに本支部所属の会

員となるものとする。

第十五条本支部に属する会員の本部会費は，本支部を

通じて納入するものとする。

第六章会 計

第十六条本支部の経費は寄附金，本部からの交付金及

びその他の収入をもってこれに充てる。

第十七条本支部の会計年産は四月に始って三月に終

る。

附 則

第十八条本規約は昭和三十年四月一日に遡行して実施

する。

第十九条本規約によるの外は委員会において協議決定

するものとする。

役員（敬称H約

支部長津田末吉

常任委員県 代表委員小島 清

同 梁森連代表委員大谷鐘五

同 林試代表委員橋本寿生

同 鉄道局代表委員謙田正之

同 下越支庁代表委員大道寺辰栄

監査委員 中越支庁代表委員五十嵐修三

同 上越支庁代表委員斎態壮吉

幹事 梼義次

熊倉安芳 ．

○青森県支部

10月1日麦葡職成役員が次の通り決定した｡(敬称略）

r蔓~蔀~壷~~\~1
ｰ一一~ヘロ

○山形大学支部

7月25日支部桔成，役員力秩の通り決定した。（敬

称略）

支部長斎藤孝蔵

委員斎藤定雄

幹事（兼)同人

○新潟県支部

9月1日支部結成，規約・役員が次の通り決定した。

日林協新潟県支部規約

第一章総 則

第一条木支部は社団法人日本林業技術協会新潟県支部

と称し，その事務所を新潟県庁林務課に澄くo

第二条本支部は新潟県内の民有林関係の林業業務に従

事する本部会員及びその他これに関連ある幌或の本部
会員を以て組織する。

第二章目的及び事業

第三条本支部は社団法人日本林業技術協会（以下単に

本部と称する）の目的達成のために協力じ，併せて本

支部に属する会員の教養向上と相互新善を図ることを

目的とする。

第四条太支部は前条の目的を達成するために左の事業

を行う。

一本部事業の実施に対する協力

二会員の実態把握

三会員の技術向上に必要な事業

四会員の相互親善に必要な事業

五その他本支部の目的を達成す為ために必要な事

業

第三章役 員

第五条本支部に左の役員をおく。

支部長1名

委員若干名

うち若干名を常任委員，二名を監査委員とする。

幹事若干名

第六条役員の選出方法は左の通りとする。

一委員は地域或いは職場毎に推薦されたものをもっ
てこれにあてる。

二支部長並びに常任委員及び監査委員は委員の互選

とする。

三幹事は支部長がこれを委嘱する。

第七条役員の職務は左の通りとする。

一支部長ほ本支部を代表し，本支部の業務を統轄す

る。

二委員ば各地域職場における会員の連絡にあたると

《
。

１
４

１
１

一
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支部長丸山慶三

常任委員一条 勇

委負荒川文夫

監査委員平井修造

幹事林清英

O北海道大学支部

9月加日支部結成規約，役員が次の通り決定した。

日林協北海道大学支部規約

第一章総 則

第一条本支部は社団法人日本林業技術協会北海道大学

支部と称し，その事務所を＃蛎市北海道大学農学部林

学教室内におく。

第二条本支部は北海道にある各学校関係職員叉は学生

である本部会員を以て組織する。

筆二章目的及び事業

第三条本支部は社団法人旦本林業技術協会(以下単に
本部と称する）の目的達成のために協力し，併せて本

支部に属する会員の教養向上と相互親善を図ることを

目的とする。
第四条,本支部ば前条の目的を達成するために下記の事

業を行う。

一本部事業の実施に対する協力

二会員の実態,把握

三会員の錘|『向上に必要な事業

四会員の相互親善に必要な事業

五其の他本支部の目的を達成するため必要な事業

第三章役 員

第五条本支部に次の役員を綴く。

支部長一名

副支部長一名

委員 四名

うち三名を常任委員,一名を監査委員とする。
幹事四名

等六条役員の選出方法は次の通りとする。

一支部長，副支部長及び委員は本支部の総会に於て

会員の中からこれを選出する。

二常任委員及び監査委員は委員の中から互選すあ。

三幹事は支部長がこれを委嘱する。

第七条役員の職務は次の通りとする。
一支部長は本支部を代表し，太支部の業務を統轄す

る。

二副支部長は支部長が事故あるときこれを代理す

る。

の職務を行うものとする。

補欠選挙により就任した役員は前任者の任期を継承す
る｡

第九条本支部に顧問を置くことができる。顧問は委員

会の決議によって支部長がこれを委嘱する。

第四章会 議

第十条本支部の会議は総会と委員会の二つとする。

第十一条総会は支部長がこれを招集し，規約の変更，

役員の選出其の他重要な事項について議決する。但し

己むを得ない場合憾審面によって会員の承認を求め総
会の開催に代え議決を行うことができる。

第十二条委員会は本支部の運営に関する事項について

必要ある場合に支部長がこれを招集する。

第五章会 員

第十三条木部にス会叉は退会しようとする場合はその

旨本支部に申出でなければならない。

第十四条本支部に属する会員が他支部管内に転出する
場合はその旨を本支部に届出でなければならない。

第十五条他支部に属する会員が，本支部内に転入した

ときはその旨本支部に申出て直ちに本支部所属の会員

となるものとする。

第十六条本支部に属する会員の本部会費は本支部を通
じて納入すべきものとする。

第六章分 会

第十七条本支部に属する同一地域の職域で会員が二名
以上あるときは本支部の分会とする。

第十八条前条の分会を構成する地域叉は職域の範囲に

ついては会員の申出によってこれを拡張し,叉は本支
部に於てこれを定めることを得るものとする。

第十九条分会は分会長又城代表者を決定し本支部に報

告すべきものとする｡またこれが交代したときも同じ。

第二十条分会に於て必要あるときは規約を定め分会

長，委員及び幹事等の役員を置くことができる。

第七章会 計

第二十一条本支部の経費は寄付金，本部からの交付金

及び其の他の収入を以てこれに充てる。

第二十二条本支部の会計年度は本部の会計年度に準ず

る。

附 則

第二十三条本規約は昭和三十年四月一日に遡行して実

施する。

第二十四条本識によるのほかは委員会に於て協識央

定するものどする。

ヴ

竜

L

三常任委員は業務を執行ずる･ 仁。'a'bし巳，④。

四監査委員は業務を監査する。 役員（敬称略）

五委員は本支部の運営に当る。 支部長三島慾北海道大学農学部教授

六幹事は本支部の事務を担当する。 副支部長高橋延潜東京大学北海道山部演習林長

第八条役員の任期は滴一カ年とする。但し重任を妨げ 委員谷口信一北海道大学農学部助教授

ない。 川瀬溝同上

役員は任期満了後に於ても後任者が就任するまではそ 朝日正美東京大学北海道山部演習林

－37－
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山本義雄岩見沢農業高等学校教諭

幹事島津永司東京大学北海道山部演習林

小野寺勅雄永山農業高等学校

滝川貞雄北海道大学農学部

玉利長三郎、同上

○日林協奥羽支郡連合会創立総会

9月30日午前加時30分より山形市山形相互銀行

四階ホールで，我孫子山形県知事始め多数の来演と会員
約250名出席して奥羽支部連合会創立総会が盛大に挙行
された。

まず水野結成準備会会長の挨拶に始まり，池田秋田県

林務課長が選ばれて議長となり議事を進め，準備会提出

の連合会規約案を別記の通り可決，規約に基いて，支部

長会を開き会長及び委員の詮衝を行って，会長に水野秋

田営林局長を推薦する旨総会に報告し満場一致で決定，

次いで水野会長就任の挨拶と支部長会推聴の委員を別記

の如く委嘱した旨報告された。続いて山形県知事，秋田
県知事を始め多数の祝辞があり祝電が披露された。

午後は，日林協本部松川理事長の「日本林業技術協会
の現状について」と，山形県専門委員政治評論家金内良

輔氏の「我国の政局と国際関係」の演題で記念特別識演
があり，聴衆に多大の感銘を与えた。次いで市ﾀ舩原に

おいて野趣豊かな懇談会を開催し午後5時盛会裡に終了
した。

日林協奥羽支部連合会規約
第一章構成及び事務所

第一条本会は秋田,山形両県内の日本林業技術協会(以

下日林協という）所属の支部をもって組織する。

第二条本会の事務所は会長所属支部内に置く。
第二章事 業

第三条本会は日林協の目的を達成するため次の事業を
行う。

一日林協の目的に合致する地方的事業の企画及び

実施並びに本部への提案。

二本部及び所属支部との連籍。

三その他本会の目的達成のため必要な事業。
第三章役 員

第四条本会に次の役員を置く。

会長一名

委員 八名以内

幹事二名

第五条会長は加盟支部会員の内より支部長会の推薦に
基いて総会において定める。 〃

第六条委員は加盟支部会員の内より支部長会の推薦に
基いて会長が委嘱する。

幹事は事務所所在の支部会員の内から会長が委嘱す
る。

第七条会長は本会を代表し，会務を総理する。

会長事故ある場合は予め定められた順位により支部長
これを代理する。

第八条委員は会長を補佐し，会務を管理する。

第九条幹事は会長の命をうけ,会務を処理する。
第十条役員の任期は二カ年とし，重任を妨げない。但

し他地域えの転出等による欠員を補充した場合，補欠

者の任期は前任者の任期を継承する。

第十一条本会に顧問を置くことができる。顧問は会長

の諮問に応じ，本会の運営について意見を述べる。

第四章会 議

第十二条本会の会議は総会，支部長会及び委員会とす

るc

第十三条通常総会は毎年一回加盟支部所属会員の参加

を得て，これを開催する。

第十四条総会は次のことを議決する。

一予算の承認

二規約の変更

三支部長会，委員会からの提出事項

四その他必要と認めた事項

第十五条支部長会及び委員会は会務遂行上必要ある場

合，会長が随時招集する。

-第十六条委員会は緊急を要する場合は総会の議決を経

なければならない事項をも処理することができる。但

しその場合は次の総会において承認を求めなければな

らない。

第十七条会議の議事は出席者の過半数をもってこれを

決し，可否同数のときは議長がこれを決する。

第五章会 計

第十八条本会の経費は加盟支部の拠出金及び寄附金を
もってこれに充てる。

第十九条本会の会計年函ま本部会計年度と一致させ
る。

附 則

第二十条本燃は昭和,30年9月30日より有効とす
る。

なお当日決定した連合会役員の氏名は次の通りであ

る。（敬称略）

連合会長秋田営林局長 水野金一郎

委員山形県林務課長 小関福男

山形果森連理事長大沼成之

山形大学助教授 斎藤定雄

村山農業高校教諭太田重孝

秋田果林務課 藤原康

同上 高橋雄太郎

秋田営林局経営笥張片山｡佐叉

秋田営林局監査課長沢田成爾
・ 加盟支部及び支部長

山形県支部支部長青柳卓郎

山形大学支部支部長斎藤孝蔵

秋田泉支部支部長池田溝次郎

秋田営林局支部支部長片山佐叉

夕

4
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|訂正’
第163号，「牛山式間伐法」中次ぎの通り著者より訂正の申入れがありました。

5頁，右側下から4～3行目

四方の残存木の－をとり，3～4本の残存木に囲霞れその－をスれる。

6頁，左側8行目

四方の残葎侭－－をとり，3～4本の残存木に囲まれそ－を入れる。

6頁，左側3行目

（2）よい木の適正樹間の距離の』/塑以内による劣る木一一を

よい木の適正樹間距離の'ん以内にある劣る木一と訂正する。

’ 昭和30年11月10日発行

林業技術第165号

編集発行人松原 茂

印刷所合同印刷株式会社

社団法人 日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7番地

電話（33）7627．9780番

振替東京60448番
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三共ナフタリン酢酸
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